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井上 房一 郎氏(15 期)から、指月庭の 前

で｢ 私も年 老いてきたの で、君 たちが 私

の代 わりに 運動 部の面 倒を見 てもらえ

ないか｣と相談されたのです。そこで｢井

上さんは財力 があってお 金の面 から支

援されましたが、私にはない ので組織で

応援したい。それでよろしいです か｣と申

し上げたところ、｢それは自由だ｣という言

葉をいただい たので、まずはサッカー 部

のOB 会を立ち上げました。

するとOB の中 から、に の様な 会はサ

ッカー 部だけではもったい ない 。各 運 動

部もOB 会を 組織して現役を応援するよ

うな体制を 考えてもらえないか｣という声

が上 がったのです。そこで、同級生 の 反

町 定 夫 君(50 期 バ スケ) 、織 茂 広 昭 君

(50 期バレー)等に｢運動 部OB 会の連合

会を創ろう｣と声をか けたところ、賛同し

てい ただき、翠 轡 体育 会 の立 ち上げ に

向けた取り組みを始 めることになったの

です。

ただ、懸案となったのは、どの年代まで

声をかけるかということでした。どこかで

線を引かないと、なか なか組織づくりは

上手くい かないので、やむを得ず戦後 の

卒 業 生で 役員を 選 出することにしまし
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た。戦前まで遡ると、組 織運営 が 複雑に

なることに加え、戦後 に創 部されたラグ

ビーやサッカー、バレー ボール等が力を

つけてきた時期だったからです。当然 の

ように、先 輩諸 氏からはお 叱りを受 ける

ことになりましたが、｢申し訳ありません

が 、5年、10年とこの先 の翠檜 体育 会の

動きを見て欲しい止 お願いして、ご了 承

をい ただく努力も行いました。結果、数年

後 には｢ いい 組 織ができたね｣と評 価し

ていただくことができたのです。

もちろん、せっかく立ち上げても、禅を

次の 人 に渡さな け れば 意 味 がな い の

で、岩田君 に第 ２代 の 会長を引 き受 け

てもらったときには、これで翠槽 体育 会

が 続くと安心しました。

岩田 ：い ま翠 槽体 育会 ができるまでの

いろいろなご苦労を國峯さんから伺うこ

とができましたが、私も当 時会員として

設立時 の話を 耳にしてい たので、会長 就

任 の要 請をい ただい たときには、｢自分

には会長という重責を果 たすことはでき

ない｣と、初 めは固辞しました。しかし、國

峯さんから｢岩田君 は知名 度 かおり、高

高 の卒業生で君を知らぬものはいない。

もし、何かあった時は 必ずフォローする
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翠轡体育会40 年の足跡1 恕し
昭和４９年５月に創立され、このたび４０周年を迎えることになった翠轡 体育 会。そ れを 記念して５

月８日、高崎ビューホテル において歴代４名の会 長にお集まりい ただき座談会を 開催い たしまし

た。座談会では、会長就任当時の思い出や在任 期間中の出来事、次代の翠轡 体育会 に対する提言

などを侃侃誇誇と語り合っていただきました。

会長 就任当時を振り返って

高 橋 ：お 忙しい 中、お集まりい ただきあ

りがとうござい ます。翠 槽体育会は、お か

けさまで40 周年を迎えることができまし

た。これを記 念し、本日は、歴代会長 の皆

様にお集 まりい ただき、忌 憚のない ご意

見を 賜りたいと存じます。まずは、会長に

就 任された 当時を 振り返 ってい ただき

たいと思い ます。それでは、翠 槽 体育 会

の礎を築 か れた初代 会長の國峯さんか

らお 願いします。

國峯 ：あ の頃は、校 歌にも｢風吹き 荒ぶ

学び舎｣と詠われているように、まさにそ

の通りで、まだ学生 運動も盛んな 時期で

した。各 クラスに行くと、アジビラが 貼ら

れていたりしていて、卒業式 が国公立 の

二次 試 験と重なる関係もあり、３分の １

位 が欠 席でし た。生 徒は、かなりやんち

ゃでしたが、元気 がいいというより、逸脱

してい た感 がありました。その様 な環 境

下におい て高 校総体では４位あるい は

５位という成績でした。

昭 和48 年夏 、私 の現役 時代からず っ

と運動 部 の後援 をしてい ただい てい た
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から｣と言 われ、会長を引き受けることを

決意したのです。

翠 槽 体育 会を 維持 継 続してい くこと

がどれほど大 変なことかは、当初 から覚

悟してい ました。私は 現場 主 義 です か

ら、個別 に強 化していくことはできても、

全 体をリードしていくことは無 理なので

はとの思いもあったのです。そこで、会則

にもある｢会員 相互の親 睦互助｣を重 視

し、各 運動 部OB 会が仲よく継 続していく

ことを一 番に考えた組織 の運営を心 掛

けました。

高 橋 ：山 口さんの就 任当 時は、い か が

でしたか。

山口 ：私か 岩田さんから引 き継い だ当

時は、先輩 から指 名されればイヤとはい

えない 時代だったので、無条 件了引き受

けました。語弊を恐れず言えば、やらされ

たようなものですね。でも、幸いなことに、

私の同 期の仲 間が各 運動 部のOB 会の

会長をしており、翠 轡体育会の運営 がや

りやすい 面はありました。サッカー 部、野

球部、軟式テニス部(現ソフトテニス部)、

そして剣道 部のOB 会長 が、ほぼ 同じ卒

業 期で、同 世代 の 仲間に恵まれた状況

にあったのです。

高 橋 ：私の場合 は、山 口さんから20 年

の若 返りで棒を引 き継ぐことになり、当

然 それが大きなプレッシャーになりまし

た。オリンピック了金メダルを獲った男子

バレーボール の松平 康隆元 監督 の著 書

に｢あえて火 中の栗を拾うのも男だ｣とい

う言葉 があって、そ れに｢ 翠檜魂｣を感じ

たことも会長を引き受ける決断を下した

要因のひとつでした。

高 高は人財の宝庫ですから、私より素

晴らしい先輩方 が20 年の間にはたくさん

いらっしゃいます。しかも、20年もの若返

りということで、当時の同窓 会の先輩方は

私のことをご存知でない方がほとんどだ

ったと思い ます。そのため｢高 橋とは、どう

いった人 開かよ いうところからのスター

トでした。でも、さす が高 高のOB だけあっ

て、全 力で動きまわる私を早 々に認 めて

いただき、先輩そして後 輩、多くの皆様に

支持していただけるようになりました。

それとともに大きかったのは、同期で

会計の吉井章一君(78 期山岳)と事務局

の富 田和弘君(85 期応援)の2 人がずっ

と一緒に頑張ってくれたことです。この場

を借りて、改めて感 謝したいと思います。

厚 う　私 な･， 転･ 捧う　 厚う ちり　ちt･･ 私･ 私
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在任期間中の行事偲い出

高 橋 ：次に会長 在任中に取り組んだ事

や思い出について、振り返ってい ただき

たいと思います。

國峯 ：翠槽 体育 会を立 ち上 げた当 時、

運動部の成 績はパッとするものではあり

ませ んでした。ちょうど中 野敏宗 校長 が

在 任さ れてい た 時 期で、ご 自宅 まで訪

ね、｢運動 部を強くするために、３分の１

くらい を推 薦入 学で採ってほしい。そう

すれば県大会優勝も夢ではない｣とお 願

ちt･， ちt･ な う　 ちり 柄　 柳 ちか　 厚 ｸﾞ

いしたこともあります。そのときは｢発想と

してはい いけ れども、県立高 校では難し

い｣という返 事でした。でも、その後、同級

生で母 校愛 の強い 金井 秀 一君(50 期)

が平成2 年 、校 長として高 高に赴 任する

ことになり、時を同じくして、成 績と特別

活動による推 薦入学制 度が群馬県の公

立高校でスタートしました。

翠槽体育 会発足 当初 は、顧 問の先生

方から警 戒されないよう、活動は 校門ま

でにしようという申し合 わせをしていま

した。また、会報を発行している組織と会

報を持 だない 組 織では 、社 会的な 信用

度が大きく異なるので、どうしても会報誌

を 作りたいと思っていました。そこで、同

級生 だった田中彰 君(50 期サッカー)が

高女 の先生として同窓 会 報を長く編集

してい た経験 があったことから、会報 の

編集をお 願いしたところ、快く引き受 け

てもらうことができました。お かけ で、プ

ロ の目から見 ても、褒めてもらえる会報

誌が できたのです。ただ、原 稿がなかな

か集まらないのには苦労しましたね。組

織は5 月15 日に発 足しだのに、会報誌が

創刊できたのは10 月になってしまいまし

たから。

また、安 藤 維朗 君(57 期 サッカー) が

高島屋の支店長をしており、高 島屋ロー

ズで翠 槽体 育 会の総 会を 開くことが で

きたことや、｢運動 部OB 会の入 会のすす

め｣を作って、現役 運動 部員に向け配布

したことなども、非常に印象に残っていま

す。おかけ で、翠慟体育 会発足から5 ～6

年ほどで各運動部のOB 会が設立 できた

ように記憶しています。残 念だったのは、

学芸 部でも体育 会のように生 徒を 応援

する組織を 創るよう働 きかけたのです

が、立ち上げることができませんでした。

岩田：私の仕事としては、翠轡 体育 会の

会員 名簿を 制作したことが一 番印象 に

残っています。会長に就いて2 年くらい経

ったときだったと思うのです が、各OB 会

から名簿を作ろうという機運が 盛り上が

ってきたのです。そこで｢自分たちの戸籍

をきちんと創ろう｣という想いで取り組む

ことになりました。当時、13から14 部くら

いあったと思い ますが、なんとか名簿を

作り上げることができたわけです。

高 橋 ：お かけさまで、パソコンの無 い時

代、各OB 会とも非常 に助かりました。

國峯 ：私はいまでも大切にとってありま

ちり　 ちt･ 松･･ ちか ちt･， 柳 転･･ 粉 ｸﾞ ちし　 ちt･
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岩田 ：会 員名 簿ができたことにより、各

部OB 会の縦 のラインから横のラインま

で繋がるようになりましたから、自分 の仲

開かいま、どういう位置にい るとか、どの

ような 仕事をしているかといったことが

わかるようになりました。連 絡網として非

常に役立 つたかもしれませんね。

山口 ：あれは本当に良かったですね。い

圭なら、個人 隋報保護の関係もあって、容

易には作 れないでしょう。横 の連 絡をと

るには、どうしても必 要なものですよね。

國峯：岩田君の柄に似合 わない 緻密 さ

が発揮された実績だと思います。(笑い)

岩田 ：当時 、私か 保険会 社の営業 所長

をしてい たので、度々、事 務所で 翠檜 体

育 会の 役員 会を 行 いました。会 議が 終

わってからも、熱 心な秋池宗 一郎君(65

期水 泳)から｢会長 、一 杯行きましょう｣と

誘 われることがよくありました。お 酒を酌

み交 わしながら話をするのは、常に 翠轡

体育 会のことで、いろいろな 提案をして

もらいました。

國峯 ：私も秋池君からは、いろいろな 提

案 を受 けましたね。特 に｢国峯さんは 金

儲けが 下手 だ。私か教えるから｣と言 わ

れたのが思い出に残っています。大 変な

情熱 家で、翠轡育 英 会を立ち上 げ た影

の功労 者でもありました。

高 橋 ：山口 会 長の時 代、財政 の確 立に

力を尽くされたイメージがあります。

山口 ：確かに翠鸞 体育会の運営にあた

っては、現役を支 援 するにあたってお 金

も必要であることから、財政のことには人

一倍、気を配りましたね。

具体 的には、在任 中に100 万 円を残

すことで、現 役支 援に備えたいという目

標を 立てました。そこで、いろいろなこと

を考え、そのひとつとして高崎スプリング

フェスティバルにバ ザーを出 店すること

にしたのです。各 部OB 会に相談して、贈

答 品を はじめ様々な 日用 品を 寄 付して

いただき、会場 で販 売することを数年 ほ

ど続けました。高級 品類も多 かったので

すが、男ばかりで、しかも早く完売したい

ため、激安 値段を付けて販 売したので、

毎年開店 前に常 連のお客さんが行 列す

るほどの盛況になりました。会長を 辞め

る際には、財政 的に99 万円 以上が残り、

ほぼ目標を達成することができました。

そして、もうひとつ の思い出としては、

な･･ね･． ちか　ちt.’ ちt･･ ちt･ ち６　 ちか ちt･，転･．
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一 挙に 役員 の若 返りを果 断したことで

す。私か58 期で、現 会長 の高 橋君 が78

期なので、いろいろ問題はありましたが、

結果的に20 期若 返りを図ったことになり

ます。高橋君 には、期待 以上の熱 意で頑

張ってもらっていると感じております。

岩田 ：お金 の話が出 たので思い だした

のですが、私か 会長 時代に会 報誌 に寄

稿してもらうため、柔 道部 の大 先輩 で群

馬県 の体育 協会 の名 誉会長もされた羽

鳥治良 松氏(30 期)の自宅 に伺ったこと

があります。そのとき、会報を見せな がら

高高 運動 部の現状 等をお話したところ、

ち か　 厚 ’ 紅･ 厚･ 今か　 転 う
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ご本人が｢高 高に対して何もできてい な

い｣という強い 想いをお 持ち だったよう

で、翠 槽 体育 会の活 動 にい たく感動さ

れ、｢機 会があ れば、寄付金を出 すから｣

と言 われたのです。探せば 、何かの機 会

に高高 を支 援したいと思っている方 が

おられるということを実感しましたね。

山口 ：その点 、國峯さんは｢お 金かおる

うとなかろうと、やることはやるんだ｣とい

うスタンスでしたよね。(笑い)

会 報の印 刷費 が、その年 度に払えな

い 時代もあった。支払いを 待ってもらっ

たことが懐かしく思い出されます。

國 峯 ：そうです ね。そのような時代もあ

りました。初 めの頃 は、会費 が人 数 の多

い 部で1:万5000 円 、少ない 部で1:万円く

らいだったと思います。

高 橋 ：山口 会長 の時 代、私か会 計を 担

当してい たので、よくわかります。会員に

は非 常 に不 人 気 だったバザ ーです が、

会計としては非常にありかたかったです

ね。また、堤康高氏(71 期卓球) から著 書

を販 売して得 たお 金を寄 付してい ただ

き、会計に組 み込 んだこともあります。こ

れも大きかったですね。

山口 ：財政面 を強化して、翠 槽体 育 会

の事業運営が円滑にできるようにしてい

きたいと思っていました。翠轡 体育 会と

して、大した支援もできないのでは、肩身

の狭い思をしてしまいますからね。

高 橋 ：私か取り組んだ行 事としては、ま

ず太陽 誘電 の女 子選手を招き、ソフトボ

ール大会を 開催しました。また、ゴルフ大

会 に合 唱 部OB 会を招待し、これは現 在

も継続中です。プロ野球で交流戦が始ま

った時期 に、翠 槽体育 会も学芸 部OB と

交 流ができればということで、最初 に合

唱 部に声をか けたのです。そして｢翠 槽

学芸 部｣にまで発展する一助 にな ればと

思ったのですが、実際にはそこまで力及

ばずということになっています。

自分のなかで一番気に入っていて、先

輩 方からも評 価されているのが平 成22

年よりスタートした活 性 化忘 年 会です。

各OB 会に｢必 ず幹 事期より若 い 世代を

参 加させ てください｣と呼 びかけて開催

したところ、100 期代 の若干まで出 席す

るイベントとなったのです。これで歴代 会

長 の方々と同じように、安 心して棒を 次

に繋げることができると思いました。

柳･ 柳 ちt･･ もtで な う　 秘 ’ 紅･ 粉 う な う　 柳 ちt･･ もtで
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次代の翠轡体育会口 曽る言葉

高 橋 ：最後 に、次代 の翠檜 体育会 への

提言を賜りたいと思います。

山口 ：同窓会も翠槽体育 会も新陳代 謝

していくことが重要だと思います。そのた

めには、できるだけ若 い大との交 流、つ

ながりを持っていくことが非常に大切で

す。今 の若い 大たちは、年 配者と交 流す

る環境が 乏しく、苦 手 にしている大も多

いようです。そこに翠槽 体育会の役 割が

あるのではと感じてい ます。ところ が、若

い大 たちにとって、幅広い 年齢層と交 流

する意義 は理解しにくいようで、とても心

配してい ます。いざという時に会うので

はなく、普段 から交流を深 めていくこと、

それが何 かの時に役に立つのではない

でしょうか。それが目的というわけではあ

りませんが、生きていく上ではそうしたこ

とも必要だと思います。

岩田 ：高 高というと、かつ ては｢文 武両

道｣と言 われていましたが、最近は｢文 は

いいけ れども、武はもうひとつ｣と言 われ

ることが多くなっているように感じます。

それも翠轡体育会の会合 の際に、よく聞

くことな ので、とても残 念 に思ってい ま

す。翠 槽体 育 会は 連合 体です が、各OB

会で切磋琢 磨し、高高 運動 部を強化して

いただくことも大 事だと思っています。

國峯 ：確 かに40 年を見 てきて、近年 は

ぬるま湯 にどっぷり浸 かっている感があ

ります。男 の集団としては、もっと激しい

モノがあってしかるべきです。例えば、サ

ッカー 部では毎 年 、初 蹴り会をしてい る

のですが、その際、現役に歴代の会長を

紹介するくらい のことはしてもい いので

はと思います丿生 みの親、井 戸を掘った

人 の恩を知る｣ことが大 切な のに、先輩

後輩 の絆が希薄になってしまっているこ

とは 事実でしょう。OBとして｢いざ 鎌倉｣

の際には、ひと肌脱ぐ気 でい るの で、現

役や若 手OB にも人の輪の大 切言を感じ

てほしい。

また、保護者会との関係についても同

様です。保護者 会も各 部でしっかり組織

されているようですが、互い の意思 疎通

が不 足してい るように思います。保護 者

会の会合には翠槽体育 会の役員も参加

してい るのにもか か わらず、試合を 見に

行くと、別々の場 所に集まってそ れぞれ
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で応援している状 況です。これでは、もっ

たい ない。現場 で一緒になって応援 する

ことも必 要です。

岩田 ：現役の強化ということで、私から提

案 があります。県 総体は5 月に開催されま

すが、翠轡体育会の総会があるのは、そ

れが終わってからなのです。いま学校は、

総体に相当力を入 れているので、できれ

ば総 体の前に総 会を開催して、先生方を

激励するというのはいかがでしょうか。

高 橋:5 月に総 会を 開催することを検討

したこともあるのですが、｢試合 前はやめ

てほしい｣ という先生 方 の意見もあって

実現しなかった経緯があります。

ちな みに昨年の総 体では男子総合 成

績で第2 位になっています。前橋育英 高

校が1 位になっていますが、出場 競 技種

目数による基礎点の影響もあるようです。

國峯 ：先 生方にとっても、異動 などの関

係で5月は何 かと忙しい時 期な のかもし

れませんね。

山口 ：白画自賛ではないですが、常々、

翠槽 体育 会に対しては非 常 に誇らしい

気 持ちをもっています。というのも、他校

のOB が｢ 翠槽 体育会 のような組 織を 創

りたいから教えてほしい｣と私のところに

来 たので、アドバイスをしたことがあるの

ですが、結果としてできていないのです。

國峯 ：我々を真 似て高崎商業高 校が秀

麗 体育 会を組 織したのですが、｢何をし

たらいい か わからない｣という相談を受

けたので、｢翠轡体育 会と合同 で新年 会

でもしましょう｣と言ったのです が、残 念

ながら未開催の状 態です。

山口 ：部活動 のOB 会で、かなり充実し

たところはあるようですが、翠慟 体育 会

のようにOB 会が 横の交 流をするための

組織はないかもしれませんね。

國峯 ：全 国的に見ても、高 校OB による

ちt'･ ちtT ●が　 今ＸT 私･ちt･ ●が　今Ｘ’

団体で体育 会や育英会かおるのは高高

だけで、大いに誇れるものです。

岩田 ：私も宇都宮 高校の同窓 会長から

｢翠所体育会について教えてくれ｣という

依 頼を受け たことがありますが、同窓 会

長をもってしてもできな かったですね。

山口 ：それだけ立ち上げは、大変だった

ということですね。

國峯 ：私 か幸 運だったのは、農業 を生

業にしていたことです。もし学校の出入り

業者だったら、利 害関係が障害になって

いたかもしれません。ある人 から｢翠所体

育会ができたのは國峯 君の力 ではなく、

商売 がよかったからだ｣と言 われたこと

もあります。もうひとつ は、戦後 の学 制変

更の 関係で6 年 間在 籍できたこと。おか

けで、先 輩後 輩ともたくさんの人脈 がで

きたことも大きかったと思います。

最後 に、翠所 体育 会 が素 晴らしい 組

織として、高 崎高校 の歴史と共に続いて

いくためにも若 返りが大 切だということ

です。私も42 歳、高 橋会長も42 歳 で会長

職を受 け、みなさん のお かげで重 責を

果たすことができました。だから30 代 で

は若 過ぎるかもしれませんが、40代にな

れば年 頃で資 格かおるということです。

高 橋:40 年前の井上 先輩 の高高を 想う

純 粋 な言 葉 から翠所 体育 会 が結 成さ

れ 、歴代 会長 のおか げで 禅を私まで繋

いでいただき大変感 謝しています。私も、

良い形 で次の世 代に繋ぎたいと思って

います。

翠所 体育 会が、今後 も開か れた組織

であり続けることを 願っています。OB会

のOB 資格条 件は各 部様々であると思い

ます が、進学 校である高高 の場合 漕卜活

を 続けたくても受 験等を 考え、涙をのん

で辞めざ るを 得なかった方もいます。そ

こで翠所 体 育 会では、本会 の活動 に参

加したいという思いを持った方 は、各OB

会の承諾を得た上で受け入れています。

現在、翠轡 体育会 は、若 い人も数多く

参加していただいています。人材豊富な

高高なので、地 域の新たなリーダーが会

員の中から誕生することでしょう。翠所体

育 会は、その発 掘の場 でもありたいと思

っています。

これからも、皆 様と共 に翠所体育 会を

見守り続けたいと思 います。今 後とも宜

しくお 願いい たします。

本日は本当にありがとうございました。

柳，ちtl 参が　 今ズT ち６　 ちt 参が　●／’ ちわ　ちtl
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翠槽体育会の創設に少し関わり、そ

の後、母校の教員として本会の運営に

も携わった者として、既に40 年が経過し

たことを感慨深く受け止めるとともに、

本会の充実・発展に心からお慶びを申

し上げます。

まずは、高校時代の部活動の思い出

を少し述べます。私か高高に入学した

昭和42 年には、サッカーは今ほど人気

のあるスポーツではなく、高崎市内の

中学校では様々な部からの寄せ集めで

サッカー部を編成し、中体連の大会に

参加している状況でした。ですから、サ

ツカー初心者である私もそれほど気後

れせずに入部できました。

２年生の夏、新チームで臨んだ国体

県予選で奇跡的に優勝し、関東ブロッ

ク予選でも勝利して本大会に出場とい

う高高サッカー部史上初の全国大会出

場を成し遂げました。に の年は、メキシ

コ五輪で、日本代表が、杉山、釜本選手

などの活躍で銅メダルを獲得し、サッカ

ー熱が高まった年でもあります。)

大学生になっても、後輩の練習に顔

を出したり、市民大会や県の大会に出

場したりしていましたが、OB会組織が

ない不 便さを痛感していました。そこ

で、地元 の大学に通う友人が中心とな

り、先輩を訪ね、OB会づくりに奔走し、

組織ができました。

これに刺激されたのか、他の運動部

にも動きかおり、運動部OB 会の連合体

を組織する運びとなり、サッカー部OB

会長を初代会長とする『翠槽体育会』が

発足したのです。

公立高校では、どの運動部において

も、顧問である教職員には異動があり、
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子 や 郷土 代 表 選 手を 熱 烈 に応援 する

のは、他 から強 制されたものではなく、

内面 から湧き出る家 族愛、愛 校心、郷土

や 国を愛する心によるものなのです。

本県代 表チームの 甲子 園で の奮 闘、

駅 伝における本県チームや本県出身 選

手 の快走、インターハイ、国体、ワールド

か ヅプ などで の本県 選手 の活 躍 には、

たとえ選手との面 識がなくても、思 わず

熱い 声援を 送ってしまうものです。それ

が母校のチームや選手であ ればなおさ

らであり、一 緒に競 技している感 覚での

めり込 んでしまうものです。まさに母 校

愛 が最大 に発揮される場面です。

ところで、６年後 に開催される東京オ

リンピック・パラリンピックの 担当大 臣

が、72期の 下村文 部科学大 臣であるの

も不 思議な巡り合 わせだと思います。こ

のオリンピックでは、高高 の同窓生 が日

本代 表 の選 手･ 役 員として数 多く参 加

し、好成 績をあげてくれることを心 から

期待しています。

翠 紐体育 会 報ですので、高 高とスポ

ーツに関して述 べてきましたが、後 輩で

ある高高 健児には、学業はもちろん、部

活動( 運動部でも文化 部でも)に本気で

取り組み、信頼できる友 人 関係を築き、

どんな場 面でも高 高 卒業 生として堂々

とした言動 のとれる社会人となり、同窓

会や翠鸞体育 会の一 員として後輩を物

心 両面 から支援してもらい たい と思い

ます。結 びに、現 役部員 たちが好成 績を

あ げること、そして 本 会 が 組 織 として

益 々充実 することを祈 念して祝 辞とい

たします。

J 警 馨 蓼 彗
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翠轡体育会創立40 周年を祝って
群馬県教育委員会教育長 吉 野　 勉 サッカー部(６９期)
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時代によって練習 環境や 内容も異なり、

部員数 の増減や 競技成 績にも波 がある

のは事実 です が、高 高という伝統校で、

運動 部活動に青春 の情熱を注いだこと

は多くの 卒業 生にとっての共有 財 産で

あると言えます。そのまとめ役である翠

槽 体 育 会 が主 催する各 種 行 事を 通し

て、自分の所 属してい た部以 外の 先 輩

や後輩とも貴重な人 間関係が 構築され

ます。また、現役 部員の試合結果 報道 に

注 目し、会報に掲 載される各 部の 活 躍

記 事に喜 び、全 国大 会などで声 高ら か

に翠鸞 や 校歌を 歌えることはこの上 な

い幸せであると思います。

高 校時代 のサッカー仲 間とは現 在で

も良好 な人 間 関係 が 続い ており、後 輩

が全 国大 会に出 場 する際 には 、こぞっ

て応援に駆 けつ けるなど、OB 会でも一

大勢力となっています。

さて、ここでスポーツの効用について

少し触れてみます。いくつもありますが、

体力 や忍耐力を 培い、状 況判 断力 や 分

析力を 磨き、協 調性や 向上心 が身に 付

き、礼 儀作 法や 模 範意 識も育成される

ことなどが 挙げられます。また、競 技 者

あるい は指導者として、そのスポーツが

将来 の職業となる場合もあります。い ず

れにしても、将来 有為な 社会人として求

められる要 素のかなりの 部分 が備 わり

ます。

また、視点を変 えると、スポーツは 帰

属 意識の醸成に大きな影響力 があると

言えます。運動会での我 が子 への応援 、

母 校や 日本代表 への期待 など、出 場 選

手に対する思い入 れには強 いものがあ

り、多くの人 が会場やテレビの前で熱い

応援を展 開するのです。このように我 が

e ｗ S ｋ 上｣
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目IF]･ 于]ｽﾞj!!　

会長 清野 哲雄(フ４期)
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こ の た び 、太 田 高 校 よ り 赴 任 い た し ま

し た 佐 藤 で ご ざ い ま す 。

私 は 学 生 時 代 か ら ア ー チ ェ リ ー 競 技

を し て お り 、教 師 に な っ て か ら は 指 導 者

と し て ア ー チ ェ リ ー に 携 わ る こ と が で

き 、多 く の 優 れ た 選 手 に 恵 ま れ ま し た 。

高 体 連 に お い て も 専 門 部 委 員 長 を ７ 年

務 め る こ と が で き 、多 く の 方 と 接 す る チ

ャ ン ス を い た だ き 視 野 を 広 げ る こ と が

で き ま し た 。

平 成26 年 度 の 高 校 総 体 で あ り ま す

が 、バ レ ー ボ ー ル 、ラ グ ビ ー 、相 撲 が 準

優 勝 、バ ス ケ ッ ト ボ ー ル が ベ ス ト ４ 、山

岳 が ５ 位 、ソ フ ト テ ニ ス 、柔 道 が ベ ス ト

８ 、卓 球 、バ ド ミ ン ト ン が ベ ス ト16 で し

た 。ま た 、一 週 間 遅 れ て 行 わ れ た 陸 上

で は 、100m 2 位 、400m リ レ ー ・や り投

げ ３ 位 、棒 高 跳 ４ 位 の 成 績 を 収 め 、こ

れ ら の 種 目 で 関 東 大 会 出 場 を 決 め ま し

た 。今 年 度 の 高 校 総 体 の 結 果 は 総 合 ５

位 とい う こ と で や や 寂 し い も の が あ り ま

し た が 、多 く の 部 で 活 躍 が 見 ら れ 、各 選

席‾沼野クリニック

'̈̈ ゜　　内科･胃腸科･外科
院長沼野藤雅(スキー･ｽｹｰﾄ部89期)

診療時間: ＡＭ９:00～12:30　PM3:30 ～6:30

休 診 日：木･土曜日午後、日曜･祝日

高崎市柳川町15 番地a027-322-2926
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手の真剣な戦い ぶりは頼もしい限りで

した。今年度は個人も含め６つの部活

動で関東大会出場を決めています。関

東での活躍を期待するとともに、全国

大会出場も狙ってもらい たいと願って

います。

さ て 、ニ ー ル・アー ムストロング が月

面に降り立ったとき、｢これは一 人 の人

間にとっては小さな一歩だが、人類にと

っては偉大な飛躍である｣と述べていま

す。全 国大 会 出場 は その 部 にとって次

につな がる一 歩になると思っています。

未知 の全 国 が既 知 の全 国にな るので

す。また、このことは生徒にとって、｢望 ん

で狙えば高 みに届くん だ｣とい うことを

実感できる一歩になると思 います。そし

て、さらなる飛 躍につながる大きな一 歩

といえます。今年も本校から多くの部が

全 国の舞台 で活躍してもらい たいと願

っています。

本校はご承知 の通り｢文武両道｣ を掲

げています。

｢文｣ を極 めるには 、｢武｣ によって培

わ れる 健 全 な 心 と体 が 必 要 で あ り、

｢武｣ を 極めるには、｢文｣ によって培 わ

れる論 理的思 考 が必 要だと思い ます。

当時、東 海大学 教授 だった田 中誠一 先

生(東 京五 輪での陸 上競 技、モントリオ

ール五 輪 での女子 バレ ーボー ル･トレ

ーニングコー チのコー チ、F-1 パイロッ

トの中 島悟、ボクシングの片 岡弘 樹 、ゴ

ルフの金井 清一・宮 里藍、スケートの八

木 沼 純子などの選手を指 導) を合 宿に

招い た際に、｢世界 のトップ にな るには

イン テリジェンスが必 要 だよ｣と言って

Ｉ
一
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い たことを 思 い 出します。

指 導 者 側 に は 、個 々 の 力 量 に 応じ て

文 武 の 両 立 を 目 指 し、日々 の 絶 え 開 な

い 努 力 を 惜 しま ない 、そ ん な 本 気 で や

る生 徒 達 を 可 能 な 限り、保 護 者 共 々 応

援して 行く姿 勢 が 求 めら れます。勉 強 だ

け を 一 生 懸 命 毎 日して い ても、心 身 の

発 達 にお い ては 偏 ってし まうだろうし 、

運 動 や 技術 を 一 生 懸 命 磨 い て も、そ れ

だ け で は 、ト ヅプ アスリートに は な れ な

いと思 い ます。だ からこそ｢ 文 武 両 道｣ で

あると思 い ます。

しか し、｢文 武 両 道｣ とは 、勉 強 もで き

る運 動 もできると言 った単 純 なことで は

な く、実 践 す る に は 覚 悟 が 必 要 だ と思

い ま す。す な わち 、自分 を 律 す る力 、目

標 を 定 め そ の 達 成 の た め に 努 力 す る

力 、常 に 限 界 を 超 えようとす る意 思 など

が 必 要 だとい うことで す。勉 強 もそ こそ

こ、競 技 力 も現 状 維 持 で は文 武 両 道 と

は 言 え ない でしょう。最 近 、自 分 白身 で

自 分 の 限 界 を 定 めてしま う高 校 生 を 見

か け ること があ ります が 、とても残 念 な

ことです。

学 習 指 導 要 領 総 則 に｢ 基 礎 的・基 本

的 な知 識 及 び 技 能を 確 実 に 習 得 させ 、

これらを 活 用 して 課 題 を 解 決 す る た め

に 必 要 な 思 考 力 、判 断 力 、表 現 力 そ の

他 の 能 力を はぐくむとともに 、主 体 的 に

学 習 に 取り組 む態 度 を 養 い …｣ とありま

す。これ は 、正 に 本 校 が 目 指 し てい ると

ころ です 。これ か らも、３ Ｆ精 神 の 涵 養

に 努 め 、文 武 両 道 を 堅 持 して 行 く所 存

であります。どうぞ 、引 き続 き、ご 支 援・ご

鞭 捷 をお 願い 申し上 げ ます。

こUこ平 和 衡 機 株 式 会 社

:a::;::::::: 「 代
表取締役 横 田 貞 －（65期）

１ 分銅･おもり･はかりのJcss 校正　 取締役 横 田 裕 正

・ 計量システムの設計･開発　　　　 （スキー･スケート部92期）

本社 高崎市問屋町3-5-5 TEL 027-362-3351 FA ｘ027-361-3412

工場 高崎市大八木町612 TEL 027-362-3352 FA ｘ027-362-3627
uRL　http://ｗｗｗ.heiｗａｋｏｕki.ｃ０.jp



今年 度、笠 原恵 太先生( 現:前 橋商業

教諭) の後 任として運動 部長を拝命いた

しました、保健体育 課:田 中利 明です。平

成23 年 度より鳥 居吉二先生(現:渋川 青

翠教諭) の後任として着 任し４年 目とな

りました。現在に至るまで柔 道 部の顧 問

をさせ てい ただいており、生 徒とともに

精進する毎日です。

翠 槽体育 会の皆 様には、各 運動 部活

動 への常な る多 大なご支 援 、ご 後援を

いただき誠 にありがとうござ います。各

部顧問を 代表しまして厚く御礼を申し上

げます。

さて、現 在 の運動 部活動 の 活動 状況

でありますが、サッカー 部、剣道 部、弓道

部で新顧問を迎え、各 部が競い 合い｢ 日

本一｣ を合 い言 葉 に頑張っております。

所 属 者数は565 名Ｏ 年生198 名、２年

生198 名、３年生169 名)であり、運動 部

第49 回高校総体

ｒ 弓道部

(平成26 年)

団体　　 １[亘1戦　12 射3 中

２回戦　12 射3 中

計　　24 射6 中

「 ／ マレーボール 部

３回戦　2-0
準々決　 ２

準決勝　 ２

決　 勝　 ０

ｒ 山舶
Ｒ

‥ｒ

０

０

総合5 位

橋
生
商

前
桐
桐

２ 伊勢崎　　 準優勝

(関東大会出場)

５位入賞( 関東大会出場)

r バドミントン部

団体　　１[亘1戦　2-O伊　商

２回戦　2-O育　英

３回戦　O-2桐　生

ｒ 空手道部
団体形

団体組手

ｒ 剣道部
団体　　 １[亘1戦

２回戦

O-5沼　田
ト4 伊勢崎

０

３

一
　
一

５

１

島

磐

新
常

ベ スト16

ベスト32

加入率は58.7 ％という状況です。これは

昨年 度とほぼ同数であり、過去 ５年 の推

移 からみても現状 維持といった数字 で

す。(平成21 ～25 年:最低55.8 ％～最 高

59.6 ％)

昨年 度は高 校総 体総 合 第 ２位、イン

ター ハイ出場としてバレー ボール 部(団

体)、陸上 競技 部(個人) 、水泳 部(個人) 、

国民 体育 大会 へはバレー ボール 部( 個

人) と陸 上 競 技 部( 個人) が 出場しまし

た。特 に陸上 競技 部では円 盤投 げの 宮

人 紳豪( 現:東京 学 芸大 学) が インター

ハイ第 ８位、国民 体育 大会 第 ６位 に入

賞しました。また、バレーボール 部は県を

代表するチームの１つであり、春 高予 選

に３年 生な がら出場した武川 翼(現:京

都大学)、土 屋健太郎(現:早 稲田大 学 １

年 生 でありな がらレギュラーとして 活

躍) 、現 ２年 生に は樋口 裕希(高 校 日本

代表)等、高 崎高 校の｢文 武両道精神｣を

体現している部活動 の１つです。

そして今年 の高 校総体は初の総合 優

勝を 目指し学 校一 丸となって頑 張った

わけですが、優勝種目なしの総合 ５位と

いう結 果に終 わりまし た。上位入賞 部 活

動 は第 ２位 バレー ボー ル 部、ラグビ ー

ｒ 軟式野球部

1[01戦　ト2 桐　生

r テニス部
団体　　１回戦　3-O渋　工

個人

２回戦　2-O高経附

３回戦　O-2太　田

シングルス古島　 聖、大西

ダブルス 古島･大西 組

r バスケットボール部

２回戦144- 23

3回戦　95- 47
４回戦119- 81
準々決117- 59
準決勝　64- 95
3位決　82- 94

ｒ 卓球部

関

前

高

常

桐

前

１回戦　O-3館　林

r ソフトテニス部

団体　　２回戦　3-O中之条

３回戦　2-O樹　徳
４回戦　ト2 健大高

個人　 ダブルス　 串田･森田組

r サッカー部

景

学
橋
東

磐
一
商

ペスト16

ベスト32

ベスト16

4 位

ペスト ８

３ 位

清水･津久井組　 ベスト16

須田･品川組　　 ペスト16

(上記3 組関東大会出場)

２回戦　O-2健大高
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部、柔 道 部( 相 撲) 。第 ４位 バスケット

ボール 部。第 ５位山岳 部。ベスト８に柔

道 部、ソフトテニス部が入賞しました。そ

の 他の部活動も健闘し、あと一歩 のとこ

ろで入 賞を逃しましたが、今後 の活 躍が

期待されます。

関東犬 会には、バレー ボール 部、ラグ

ビー部、柔道 部、陸上 競技部、山 岳部、ソ

フトテニス部が出場します丿 関東に高 崎

あり｣ということを示しな がら、来 るイン

ター ハイ県 予 選で群 馬 県 １ｲ立、全 国 １

位 を目 標 に高 崎 高 校 の 伝 統を受 け 継

ぎ、更なる飛 躍を目指して精進していき

たいと思います。

《運動部活動の問題点》

・運動部員数の減少

(少子化とともに運動部所 属数の減

少と人気競技への偏重がみられる)

・私立高校の台頭

(部員の総取り、県外への流出や流入)

《高崎高校の強み》

・OB による支援

(部活動への定期的な参加／活発な

同窓団体／指導者としての人材育成)

ｒ ラグビー部

準々決27-
準決勝19一
決　勝　3-

ｒ 柔道部
《柔 道競技》

団体　 １[亘]戦

２回戦

準々決

敗復 １[亘1戦

5・6位決戦

７位決戦

個人　 桜井捷天

《相撲競技》

団体　決勝リーグ

個人 軽量級

重量級

無差別

０

２Ｉ

43

４－０

５－０

２－３

(2)-2

ト ２

２－３

高　工

農　二

県　央　　 準優勝

(関東大会出場)

健大高

前

常

利

樹
前

工

磐
商
徳
東

3 勝1 敗

８ 位

ベ スト ８

準 優 勝

( 関東大会出場)

坂本賢哉、原　 太郎

原　 裕昭、今泉達郎

黒崎智史、関谷太志

(上記6 名関東大会出場)

ｒ 陸上競技部
100 ｍ

棒高 跳

やり投

4×100 ｍＲ

多胡　 遼　　　　　　　 ２位

高橋昇之　　　　　　　 ４位

瀧川実哉　　　　　　　 ３位

竹部、多胡、高橋、山中　 ３位

男子総合成 績　 第９位

(上記種目で関東大会出場)
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25年4月15Eﾖ

5 月20 日

(併せて高高同窓 会ゴルフ大会より預り金を渡す)

5 月30Eﾖ

柔 道部･陸上 競技 部･バレーボ ール 部

ソフトテ ニス部･山 岳部･ラグビ ー部

6 月　３日

g審監査役会

6 月　5Eﾖ

◆　　　 ◆　　　 ◆　　　 ◆　　　 ◆　　　 ◆

ｒ;

ii39 回 定 期 総 会 ・懇 親 会

山岳部／吉井 章一(７８期)

翠息体育 会の第39 回定 期総 会及 び

懇 親 会 が、平 成25 年6 月26 日 に高 崎

ビ ューホ テル にて開 催さ れま した 。高

橋浩 生 会 長 の 挨拶 の 後、平 成２４年 度

事業 報 告、会 計 報告 、監 査 報告 及 び平

成２５年 度 事業 案 、予 算案 が 滞り なく

承認さ れました。

議 事 の 終了 後、報 告 事 項 と し て 第

21 回 同 窓 会 ゴ ル フ コ ン ペ(幹 事フフ

期)と 第１１２回高中･高高 同窓 会(幹 事

83 期)の 日 程 紹介 及 び 参 加の 呼 び か

け が行 われ、国峯善 次郎顧 問の挨拶 で

定 期総会は閉会とな りました 。

引き 続き 行われた懇 親会は 、高橋 会

長 、羽 鳥 進一 校長 、佐 藤 和 徳同 窓 会 会

長 、富 岡賢治 高崎 市長から 挨拶をい た

だい た後、岩田 武雄 顧問の 乾杯の 発声

によ り和や かに始ま りました 。会の中

では、各 運動 部の 顧問の先生 より高 校

◆

イ ンタ ーハイ／ バレーボ ール 部･陸上競技 部

関東 大会／水 泳部

8 月16 日

9 月

9 月

日
１

6 日

10 月23 日

１
月

１１ ２ 日

◆　　　◆　　◆　　　◆　　　◆　　　◆

総 体 等 の 結 果･ 活 動 報 告 と 、ＨＰ 掲 載

用 の 写 真 撮 影 も 行 い お お い に 盛 り 上

がり ま し た 。

最 後 に 応 援 部OB の リ ー ドに よ り 全

員 で 翠 息 を 合 唱 し、立 見 友 孝 同 窓 会 幹

事 長 に よ る 挨 拶 に て 無 事 終 了 い た し

ま した 。

取り壊され行ぐ民家 を救い、再T生へ取り組みを支援する
ＮＰＯ日本民家再T生協会のぜ として

とき
二 百 年 の 時 刻 を 甦 ら せ る

●第33 号会報 第２回編集 会議(平成２６年６月４日)

◆　　　 ◆　　　 ◆　　　 ◆　　　 ◆　　　 ◆　　　 ◆

‘

？;

ii4 回 活 性 化 忘 年 会

バレーボール部／岩崎拓也(１０５期)｜

翠 息 体 育 会 の 活 性 化 忘 年 会 が 平 成

25 年11 月２７日 、赤 坂 町 の｢ ホ ワ イ ト

イ ン 高 崎｣ で 行 わ れ ま し た 。今 年 は６４

期 の 富 岡 賢 治 市 長 か ら106 期 の 若 手

ま で約５０人(15 運動 部) が 出 席 しま し

た 。ま た 高 崎 高 校 同 窓 会 の 幹 事 期(８３

期) の 先 輩も 参 加 し てく ださ い ま した 。

私 自身 初 めて こち らの 会 に 参 加さ せ

て 頂い た こ と も あ り 、不 安 と 緊 張 で い

っ ぱい でし た 。しか し 、会 が進 む に つ れ

様 々 な 職 種 の 諸 先 輩 方 か ら 貴 重 な お

話 を 伺 う こ と が で き 、名 刺 交 換 も さ せ

て 頂 き ま した 。ま た、同 じ バレ ー 部 の 先

輩 方 が 、他 の 部 の 方 を ご 紹 介 し て 下さ

っ たの も 非 常 にあ り か た かっ た で す。

会 の 終 わり に は 応 援 部 の 先 輩 方 の

音 頭 で｢ 翠 轡｣ を 合 唱 し 、中 締 め と な り

ま した 。

高 橋 会 長 を 始 め 、活 性 化 忘 年 会 幹 事

㈱建築サービス
高 崎 市 南 大 類 町 １２９６

ＴＥＬ ０２７- ３５２- ○０２６

代表取締役 藤木 正行( 剣道部69期 高々 剣友会会長)



●関東 大会出場の 部へ祝金贈呈
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●高崎 高校卒業式

◆　　　 ◆　　　◆　　　 ◆　　　 ◆　　　◆　　　 ◆

の 皆 様 方 、大 変 お 疲 れ 様 で し た 。非 常

に 有 意 義 な 時 間 を 過 ご さ せ て 頂 き 本

当 に 感 謝 し て お り ま す 。是 非 次 回 も 参

加 さ せ て 頂 き た い と 思 い ま す 。ま た 、

い ず れ は 自 分 自 身 が 後 輩 を 紹 介 で き

る よ う に な れ れ ば と 思 い ま す 。

山岳部ＯＢ(７８期)

税理士 吉 井 章 一

吉 井 章 一 税 理 士 事 務 所

高崎市上中居町251　TEL 027-328-6701

●インタ ーハイ出場の 部へ祝金 贈呈

●第３９回 懇 親会

◆ ◆　　 ◆ ◆ ◆ ◆

弓i23
回ゴルフ大会団体戦優勝

硬式野球部／大山 竜一(８２期)

今大会において硬式野球部は接戦

を制し、3連覇を達成する事が出来ま

した。

去年の優勝に貢献したメンバーが

今回は諸事情により 複数人欠席とい

う状況の中で苦戦を覚悟しましたが、

今回新たに参加して頂いたメンバー

が期待以上の活躍をしてくれました。

５０歳を目前にした私自身の日常で

はも うな かな か｢ｲ憂勝｣と か｢表彰｣と

いうものには縁遠く、今回の優勝には

全く貢献出来ませんでしたが、プレイ

終了後、表彰式での団体戦優勝チーム

発表のときは、接戦だっただけに思わ

ず拳を突き上げました。軟式野球チー

ムの｢翠轡クラブ｣での活動と同じく、

青春時代の忘 れかけた｢熱さ想い｣を

思い出させてくれました。

私自身 は、去年｢高崎高校同窓会の

山岳部ＯＢ(８４期)
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●高崎高 校マラ ソン大 会　優秀者表 彰

●団体優 勝３連覇の 硬式 野球部ＯＢ会

◆　　　 ◆　　　 ◆　　　 ◆　　　 ◆　　　 ◆　　　 ◆

幹 事 期｣ を き っ か け に 、江 原 先 輩 に お

願 い し 初 参 加 さ せ て 頂 き ま し た 。戦 力

外 に も か か わ ら ず| 央 く 招 き 入 れ て い

た だ き 本 当 に 感 謝 し て い ま す 。

こ の ゴ ル フ 大 会 に お い て 、部 対 抗 で

先 輩 後 輩 一 体 と な っ て 優 勝 を 目 指 す

こ と は 勿 論 意 義 が あ り ま す が 、も う ー

つ 、他 部 の 諸 先 輩 、後 輩 と ラ ウ ン ド し て

新 た に 人 と 出 逢 え る こ と は と て も 大

き な 事 だ と 思 い ま す 汀 高 高 同 窓 生｣ と

い う 大 き な く く り の 中 で 他 の ゴ ル フ コ

ン ペ と は 違 う｢ 暖 か さ｣ を 感 じ 、す ぐ に

打 ち 解 け ら れ 心 地 よ く 有 意 義 な 一 日

を 過 ご す 事 が で き 、次 回 の 新 た な 出 会

い に 期 待 す ら 感 じ ま す 。

で す か ら 未 だ こ の ゴ ル フ 大 会 を 知

ら な い 同 窓 生 が 、何 か の き っ か け で も

つ と 多 数 参 加 し て 交 流 の 輪 が さ ら に

大 き く 深 く な る こ と を 願 い ま す 。

今 回 の 表 彰 式 の 時 に 翠 懸 体 育 会 会

長 の 高 橋 先 輩 が｢ 今 後 は 諸 事 情 で 途 中

退 部 し た 同 窓 生 も 参 加 を 呼 び 掛 け ま

し ょ う｣ と 仰 っ て い た だ き 筆 を 執 ら せ

良い食事･あふれる自然･子どもに応える室内環境

モ ン テ ッ ソ ー リ 教 育 実 施 園

代八員・Sl士･真下 哲夫‖ 城 之 内 保 育 園
税 理 士 法 人 真 下 経 営

高崎市倉賀野町3557-4 TEL 027-346-1463

山岳部Ｏ日（７９期）吉 井 昭 道

高 崎 市 浜 川 町 ２４ ９- ３ ＴＥＬ．０２７- ３４３-1 ６７ ６
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● 第23 回 翠慟体 育会ゴルフ 大会(サンコ ー フ２Ｃ．Ｃ．)

●ネット個人戦

順位 氏名／運動部名 高崎 岩平 グロス H(⊃P ネット

１ 清水直樹(応) 48 44 92 22.8 69.2

２ 渡辺俊裕(蹴) 35 35 70 十1.2 712

３ 酒井　隆(水) 44 44 88 16.8 712

４ 石橋　修(陸) 45 47 92 20.4 71.6

５ 脇田智晴(応) 40 39 79 7.2 7L8

●グロス個人戦

順位 氏名／運動部名 高崎 岩平 グロス

１ 渡辺俊裕(蹴) 35 35 70

●団体戦

順位 運動部名 合計

１ 硬　式　 野　球 ３１７

２ サ　 ツ　 カ　 ー ３１９

３ ラ　 グ　ビ　 ー 322

４ 応　　　　　 援 335

５ 柔　　　　　　道 336

●グロス個人戦(シニア)

順位 氏名／運動部名 高崎 岩平 ｸ亡]ス

１ 庭田登志男(柔) 36 40 76

◆　　　 ◆　　　 ◆　　　◆　　　 ◆　　　◆　　　 ◆

で 頂 き ま し た 。

最 後 に な り ま す が 、こ の ゴ ル フ 大 会

開 催･ 運 営 に ご 尽 力 い た だ き ま し た 翠

澄 体 育 会 の 皆 様 に 厚 く 感 謝 、御 礼 申 し

上 げ ま す 。

" ”"'
第２３回ゴルフ大会 個人優勝

応援部／清水 直樹(８９期)

私は８９期 応援 部の 清 水 直 樹 で す。

新ペ リア 方式 ハン ディ キ ヤ ツプ のお

かげ で個 人 優 勝する こと が 出来 まし

た。優 勝と いっても 決してグロ スは良

くあ り ませ ん でし たの で 同 伴競 技 者

の 諸先 輩 方 には ご迷 惑 を かけ てしま

い ました。大 変申し 訳なく思 ってお り

ます。

自 分のゴ ルフ を 振り返って みると 、

途中 雷による 中 断が20 分間位ありま

した 。近 くに避 難小 屋が無 かったた め

逃 げ るよ う にクラ ブ ハ ウス まで 戻 り

待機しておりました 。その後 、何と か残

-

皿 ■

Ｉ

ａ

斗,21

Ｉ
Ｊ
ｆ
む
’

◆ ◆　　 ◆

ry
５年度翠轡体育会会計報告

収支計算書

自平成25年4月旧 至平成26 年3月31 日

◆ ◆ ◆

り３ホールを終了 するも、ダボ、ボギ

ー、ボギーと最悪のあがりとなってし

まいました。しかし新ペリアの恐ろし

いところ、結局ネットでアンダーとな

り優勝してしまいました。

最 近、ドライバーの飛距離は２０ヤ

ード落ち、平均 スコアもフ～８打多く

叩くようになりましたが、相変わらす

下手なゴルフを楽しんでおります。

今後もこの素晴らしいゴルフ大会に

参加させて頂きたいと思います。翠轡

体育会の益々の発展を祈念し御礼の

言葉とさせて頂きます。ｲ憂勝というご

褒美本当にありがとうございました。

一 一 一
一 一 一

収入の部

年 会 費 収 入

同 窓 会 補 助 金

広 告 費 収 入

親 睦 会 収 入

ゴルフ大会収入

活性化忘年会収入

雑　　 収　　 入

受　 取　利　 息

(当期収入合計)

特別会計取崩金

前期繰越収支差額

収入 の 部 合 計

支出の部

総 会･ 親睦会費

現 役等 補 助 金

会 報 発 行 費

ゴ ルフコン ペ費

活|生化忘年会費

慶 弔 見 舞 金

事務用品･通信費

会 議 運 営 費

銀行振込手数料

(当期支出合計)

特別会計拠出金

支 出の 部 合 計

(収支差額)

次期繰越収支差額

375,000

800,000

225,000

265,000

392,850

254,000

327,500

98

＠25,000 ×15 部

高 崎 高 校 同 窓 会

＠15,000 ×15 部

平 成25 年6 月26 日

高 崎ビ ュー ホテ ル

平 成25 年9 月１日

ｻﾝｺｰ72ｶﾝﾄJ 卜ｸﾗ ﾌﾞ

平 成25 年11 月27 日

ホ ワ イト イン

同 窓会ｺﾞﾙﾌ 補 助金､祝 金

会 議 個人 負担､寄 付金

群 馬 銀 行

特 別 会 計 より取り崩

平 成25 年6 月26 日

高 崎ビ ュー ホテ ル

関東 大 会､ｲﾝﾀｰﾊｲ 等

出 場 の運 動 部 、

ﾏﾗﾉﾝ 大 会､OB 対抗ｺﾞﾙﾌ

｢ 翠 槽 体 育｣ 第32 号

平 成25 年9 月１日

ｻﾝｺｰ72ｶﾝﾄJ 紆ｸﾗ ﾌﾞ

平 成25 年11 月27 日

ホワ イト イン

神 保 家 生 花 代

編 集 会 議､ 役 員 会 議 等

群 馬 銀 行

特 別 会 計 へ の 拠 出 金

肺 期収入合計ﾄ(当期支出合計)

収 入個 胎 §卜 支出の部合 計

(2,639,448)

0

223,545

2,862,993

389,497

336,000

406,287

283,268

371,900

10,500

35,558

264,590

1,050

(2,098,650)

0

2,098,650

（540,798 ）

764,343

財産目録　平成26年3月3旧 現在

㎜ 温皿 Ξ㎜

資産の部

現　　　　　 金

預　　　　　 金

正　 味　財　 産

● 寵皿 攬!

110

764,233

㎜ 珀皿 函㎜

現 金 手許 有 高

群馬 銀行高崎栄町

(普胸783238 一般会計分

764,343

別特
心、･

Ｚ Ｘ 計　平成26年3月引日現在
■I ■I ■

資産の部

普　通　預　金

特別 会計財産

● 江 罷|

601,290

皿llI;㎜

崇凛
601,290

清 水胃 腸科内 科クリ ニック|| 有限々 14＝北原タイヤ商会
各種タイヤ販売・卸・修理･ 各種ホイール販売

代表取締役jﾋ 原 幸 一 バレーボール部OB㈲期）

〒370-0043高崎市高関町３１６-６

酋(027)323-5988 FAX(027)323-5858

内視鏡完備(胃カメラ･大腸カメラ)、生活習慣病、往診応需

院長 清 水 直 樹( 応援部oB･ ８９期)

ｅＥ 函D9:00 ～13:00 、14:30～18:00

｛ ■II 豆●火曜(午後)･木曜(午後)･土曜(午後)･ 日･祝祭日

高崎 市町屋町６２７-I TEL ．０２ ７- ３６０- ４７７1

ﾆ」 全平Jﾓ

● 皿 覆|



各運動部OB 会の近況報告

平成25 年度の陸上競技部OB

会総会において役員改選が行わ

れました。これまで会長であった

本村隆一氏(74 期)が勇退され、

波多 野重 雄氏(77 期)に引き継がれました。本 村前会長は 、公

私共々忙しい中を、OBを代 表して現 役部員のために県内はも

ちろん関東大 会･全 国大 会の応援に精力 的に出掛けられまし

た。その熱心さにはOB 一 同頭の下がる思いであります。また波

多 野新 会長 は、これまで事務局長として、本会 の運営を一手に

引き受 けてこられました。今 後、新たに改選された役員をはじめ

OB 会員 皆で、波多 野新 会長のもと、本会 の活動を 盛り上げ て

いきたいと思います。

平成25 年 度の全国インターハイで、３年 生の宮人 紳豪 君が

円盤投 げで８位入 賞を果 たしまし た。これまで 国体や 他の全

国レベル大 会での入賞は幾つもありましたが、インターハイで

の入 賞は、永井 正 樹氏(80 期)が110m ジュニアハードル以来

出ておらず、じつに34 年 振りの 快挙であります。宮人 紳豪君 本

人はもちろん、指導された顧問の先生方に改 めて敬意を表した

いと思います。

この宮 人君を指導された顧問 の田島正 徳先生 が、これまで

の指 導実 践および功 績が評価されて、群 馬県 教育委 員会より

優秀 教員表彰の栄誉を受けられました。これまでも高崎高校陸

上競 技部は、多くの 名だたる方々に顧問をして頂いており、指

導者に恵 まれた環 境の中で我々は高 校時代を 送ることができ

ました。今後も後輩達が、素晴らしい指導 者に巡り会えて指導し

て頂けることを願いたいと思います。

平成25 年 度の陸上 競 技部OB 会総 会お よび懇 親 会は７月

２７日(土)に高 崎 市 内のホ テルで開 催さ れました。出 席者 が

年々増え続けていて、今 回は30 名を超えるOB 諸氏の出席があ

りました。そのうち、100期以 降の若手OB が14 名出席しました。

一 一

翠諧肺ｎ・33 １

“おじいちゃんと孫"くらいの年齢差かおるOB 会員が一同に集

まって酒を酌み交わしてｊ 口やかなそして活気ある会になりま

した。

本OB 会は大先輩も若手も一緒になって気軽に参加でき、楽

しく過ごせる会です。今後も多くのOB 諸氏に参加していただけ

ますよう、お願い申し上げます。

－ｒ ライス総合保険
|IｕII://ｗｗｗ．｢iso－|10110n．com

損 害 保 険 ・ 生 命 保 険 ｉ０

　

０７刊

剣道部では一昨年、OB会(高々

剣友会)発足60 周年を迎えまし

た。これまでの剣友会は、発足当

時の剣道部顧問網中正昭先生の

教え子の横田茂先輩(55 期)が長年会長を務めてくださいまし

た。その後、笠井秀昭先輩(56 期)、藤本正行先輩(69 期)が会

長を引き継ぎ現在に至っています。事務局長としては、吉野宏

一先輩(58 期)、林茂先輩(68 期)、浅名誠先輩(70 期)、藤本正

代表取締役 富田 和弘

武山 雄海

(応援 部85 期)

(バレー部102 期)

044 高崎市岩押町25-18 TEL 027-322-2364 FAX 027-322-5668
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行先輩 がご尽力くださり、剣友 会をもり立 ててくださいました。

春 の山菜採り、暮れの麻雀大 会。冬 のスキーツアー。いろいろ

なイベントが 行 われたのを思 い出します。その後 事務 局長 は

小池(77 期)に移り、今 年度、若 手の滝野修司君(86 期)が引き

受けてくれました。

その間、継続して行われてきたのが、夏・春 の合 宿での現 役

OB 合同 稽古 会、正月３日の新年 稽古会と懇 親会です。OBと現

役剣道 部員が共に汗を流し、交 流の場となっていることは、年

をとってもできる剣道 の恩恵を感じる瞬 間ともなっています。

少々寂しい のは 昨年 度末、顧問であった渡辺正一先 生 が定

年退 職されたことです。渡辺先生は、剣道部員に剣道の素晴ら

しさを教えてくださるとともに、文武両道を 説くことで、現役 生は

勉強でも頑張り、難 関大学に進学してい きました。

一方、渡辺先 生去った後 、外 部コー チとして、現会長 の藤木

先輩 が就任されましたことは、我々OB にとって元気 の出る出来

事であり、現役生と剣友会との距離が一段と縮まることとなりま

した。今 後、剣友会が全面的に協力し、高々剣道 部をもり立てて

行きたいと考えています。

どうも女子高には、こうした会はなかなかないらしい。男子校

ならではである。

ただ、少し寂しい のは、わたしの世代より下 の世 代のOB 会、

参 加率 が少ないことだろうか。スキー部OB 会の認 知を益々深

めることが、今後の課題と言えそうである。

３月の春 の 選抜を皮 切りに、４

月に入り、いよいよ、野球シーズン

到来となりました。

野球部のOB のみで構 成されて

いる翠 慟クラブ の活 動も、３月の後半 から、熟 年クラスの西 毛

地区 のリーグ戦から始まり、壮年クラスは、４月から、実 軟の高

崎予選と、毎週、熱く、楽しく、試合を行っています。

熟 年クラスは、リーグ戦は、今 のところ全 勝。壮年クラスは 、

苦しみながらも、５年 連続で、県大 会 出場を決めました。県大

会のほうは、去年、壮年、熟年共々、初 戦で敗れているので、今

年は 是非とも、初 戦を突 破し、優 勝目指し、頑張りたいと思っ

ています。

その他の活動で、去 年から始まりました、群馬県 の高 校野球

OB 連合によるOB 大会 が、今年も実 施されました。今 年は、去年

より登録校が ３校増え、計16 チームによるトーナメントで、我が

高崎高校OB は、吉井高 校OB との対 戦となりました。この試合 で

注目したい のは、春の 選抜出場 時のエ ースの島田君(112 期)

地酒とワインの専門店(fj)仲 沢 酒 店

代表
仲 滓 賢 一(

バスケットボうﾚ部86期)
高崎市八千代町卜12- ∠L

TEL02‾Z-323-1621 FA〉く.027-326-21∠目

http://ｗｗｗ.ｎａｋａｓａｋｅ.ｃｏｍ

さる十 一月二十 三日、冬 晴 れの日。

市 内、サ ン コー フ2 カントリー ク

ラブ にて、スキー 部OB 会 のゴル フ

犬 会 がお こな わ れ た。

妙義≒赤 城コースをまわっだ参 加者の数、実に十 四人。優勝

者は、OB会長 の神保裕之先輩たった。さすがOB 会長という、貫

録を見 せつけるプレイであったろう……。

であっだろう……というのは、わたしこと寺 滓は、このゴルフ

大 会に参 加していない のである。今、憶測 でものを書いてしま

った。

さて、わたしのようなゴルフ大会 に出なかった者をよしえ、十

八 時から恒例 の割烹多 喜でOB 総 会 がお こな われた。参加人

数 、二 十一 人 であった。第一 回OB 総 会に 参加していな かった

先 輩も出 ていたりして、旧交 をあたためることが でき、大 変、有

意義な会であった。

宮 崎 白 衣 大 観 音
慈 眼 院富 野 山 別 格 本 山 ．;

住職　橋爪 良真
(バ スケ ットボ → レ部75 期)

高 崎 市 石 原 町 ２７１０-I TEL.０２７-３２２-２２６ ９

http:// ｗｗｗ.tａｋａｓａｋｉｋａｎｎｏｎ.０r.jp/

㈲滝沢労務管理事務所
代表取締役 滝沢 敦

1?田中 正宏
所　　　　　 長
社 会保険労務士

(バスケットボ→レ部79期)

〒370-0861高崎市八千代町ト19－8

TEL.027-323-2614　FA 〉く.027-323-2610



が参加してくれたことですね。結果は、残 念な がら、4－2 で敗 れ

てしまいましたが、幅広い世代 が集 まり、楽しく野球ができまし

た。現 役の応援はもちろんです が、我々OB らも、野 球をしなが

ら、楽しんでいます。

翠諧肺ｎ・33 囮

近況報告もあっという間に１時間が過ぎ、昔話の大爆笑の

連続。シメもそこそこに二次会になだれ込んで行きました。

これに先立つこと５ヶ月前、前年度からはしめた新機軸、OB

と現役生の焼肉大会第２回目が駅前の朝鮮飯店を舞台に挙

行されました。

夏の県大会頑張り切った現役を慰労しようという趣旨です

が、OB7 人が10 数人の現役生のと顧問の先生を迎えて焼肉

犬会はスタート。ハツラツとした態度の現役生の凄まじい食べ

っぷりに、OBも久々に青春の日々を思い出したひと時でした。

第３回目も必ずやるので、現役諸君は競技でも奮起を!

ただ一つ、第一回目から持ち上がっている｢モンゴルにスイ

ミングクラブを設立する計画｣が進展しないのが懸念されま

す。(笑)

卓球部OB 会は、例年夏冬２回

現役生との交流試合を行つてい

ましたが、昨年から68期の根岸先

輩が定期的に現役生を指導する

ことになり、現役生 の技術力 アップ に繋がっているようです。私

は教えるほどの技術力 がない ので、他のところでサポートして

いければと思っています。

OB だけ の活動としては 、２年ほど前から｢すいらんクラブ｣と

して卓 球大 会に参加する機会があります。昨年の12 月には小さ

な大 会ではありますが３名の団体戦で優勝することができまし

た。この大 会は年 齢別 の大 会でもなく遠く新潟県 からの参 加も

あるので、何 れも接 戦続きでしたが、優勝チームは上 毛新聞で

紹介されるため何とか｢すいらんクラブ｣ の名前を記事 に載せ

たいと思い 頑張りました。因 みに３名 の合 計年齢は186 歳で最

年長でした。

卓 球をしないOB の方 が多 い ので秋 のゴ ルフコンペと新年

株式会社

システムハウス
群 馬 県 高 崎 市 栄 町15- ９ き む ら ビ ルII 4-B

TEL. ０２７-３２７-８４５１ ＦＡＸ.０２７-３２７-８４８０

ＵＲＬ http:// ＷＷ Ｗ.ＳySh.jp/

水泳部OB 会の新年会、今年は

４日に高崎駅前の居酒屋にてお

こなわれました。70期の永尾さ

ん、74期の佐藤さんを先頭に18

人が参加しました。

スイミングクラブに主導権を奪われ現役とのつながりも、OB

会の活動も長らく苦戦を強いられて来た水泳部ですが、近年よ

うやく新しい参加者が増えはじめ、今年も４人の初参加者を迎

えました。

そのうちの２人が75 期の小野関君と関君。毎年参加の斎藤

君と伊藤と合わせて卒業以来初めて同期全員がそろいまし

た。38年ぶりであります。

平 成26年1月7日(火)上毛新聞社

- ｍ

株式会社東国サービス　マーキング事業部

〒370-0072 高崎市大八木町2119-19　　 ／
TEL.027-387-0923 FAX.027-387-092 ４

代表取締役
堤　 康 高(

卓球部71期)
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会は恒例となっています。新年会への参加は例年同じメンバー

で、平均年齢が毎年上かっていましたが、今年は大学生や中堅

の新メンバーの参加もあり活性化の兆しがあったので、この流

れが続いていくようにしていこうと思います。

私たち高崎高校応援部OB 会

は、富田新OB 会長に引き継がれ

１年を経過しました。

OB 会役員という大役を、秋山

前OB 会長や鈴木事務局長に支 援頂きながら、１年を経過する

事が出来、諸先 輩方や顧 問の先 生、後輩 たちに感 謝致します。

今後 、高 崎高校応援 部OB 会と現 役応援 部が益々繁栄していく

よう微力な がら精進するつもりです。

さて、応援 部OB 会では、桐 生高 校応援団OB 会、および 太田

高 校応援 団OB 会の役員の方と、現 役応援 部員を含 めた交 流

をさせて頂いております。

桐生高校 応援団OB 会、太田高校応援団OB 会の方との交 流

の中で、現在直面 する高崎高校 応援 部の部員数 減少について

話し合う機 会が多々あり、両 校ともその危機を乗り越え今 に至

っているとの話を伺い 、富田OB 会長を中心として、現役応援 部

の活性化に今まで以上に力を注ぎ始めました。

現役応援 部員との交流をする中で、部長をはじめとする応援

部員も高 崎高 校応援 部を活 性化させる為に様々な努力をして

いる様子が伺えました。現役部員が応援部を 盛り上げて行く為

におこる問題や 悩みにOB 会としてできる限りの支援をし、具体

化していきたいと検討しております。

また、今 年 度より応援 部OB 会は、桐生 高 校応援団OB 会、太

田高 校応援 団OB 会に加え、前橋高校 応援 団OB の方とも交 流

をさせていただく事になりました。今後、伝統のライバル校であ

る前橋高校応援団OB との交 流も深め、高校応援部の発展につ

なが ればと希望を抱いております。

私たちOB も、現役応援 部員が 帰属意識を高め、やりがい の

ある応援部となって、｢伝統が更 に栄 えるよう｣現役を支 援して

いきたいと考えております。　　　　　　　　　　　　　 押忍

柔道部OB 会の活動としては、

今年も１月３日に高崎高校柔道

場において新年初稽古を行い、

その後、市内のホテルに会場を移

し、新年総 会を行いました。新年総会では、例年どおり、１、２年

生の現役 選手 がその年 の抱負を述べる時 間を設け、その後 に

各OB から近況 報告をい ただきました。また、会長 交代について

の 協議 が 行 われ 、新会 長 の選 出につい ては、関口 茂 樹 会長

(63 期)を 中心としたOB 会活 動の主要なメンバーで、日を改 め

て実施することとなりました。

新年総 会の決定を受け、３月17 日に新会長についての協議

を行い、新会長には鳥居吉 二さん(73 期)を選出い たしました。

鳥居 新会長 は、平成24 年 度まで高 崎高校柔道部の顧問として

後輩の育成を担当され、また、翠槽体育会の活動においても多

大なお力添 えをい ただいております。現在も指導者として、そし

て群馬県柔道 連盟の理事長としてご活 躍されています。

前会長の関口さんには、ご多 忙の中、長く会長として柔 道部

OB 会の発展のためにご尽力をいただきました。ありがとうござ

いました。今 後も柔道 部OB 会や後輩に対してご指導をいただ

きたいと思っております。

なお、柔道 部OB 会の事務局 につきましては、東 瀬朝紀さん

(69 期)から志田が引き継ぎました。鳥 居新会長と共に他のOB

会に劣るこどない活動をしてまいりたいと考えております。



平成25 年度、恒例のOB 会は８

月10 日(土曜日)に開催しました。

現役とOB との親善テニス大会を

高高テニスコートにて12 時より行

いました。高高を 卒業したば かりの111 期生 ４名･112 期生 ４

名参加し、現役と熱 戦を繰り広げていました。しかし、昼の部は

年年熟年OB の参加 が少なくなり、57期飯塚先輩 が来ていただ

いても試合に参 加することは出来ませんでした。来 年はOB シニ

ア大 会を 開催して、数多くのOB の参 加を募ろうと思います。

今年は、夜の部も現役生徒との交 流を深 めようと、50歳以 上

のOB は会費を高めにし現役生徒に夕 食をごちそうしました。通

町の萬嵐で現役生 徒にたらふく？中華 料理を食 べてもらい、そ

れぞれテニスと将来の抱負を語ってもらいました。

現役生 徒にエールを送った後 、OB同士で酒を交 わしながら

親交を深 めました。

争
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試合に参加し、現役ラグビー部員にラグビー の厳しさ、楽しさを

体を通して伝えました。

次に、OB会 の大きな活動として、｢高々ラグビー 祭｣がありま

す。これ は、現ラグビー部OB 会長 の内田さんが、７年 前から始

められたOB 会行事です。今年は ３月30 日に行いました。高々ラ

グビー部OB 会の行事ではありますが、高々ラグビー 部関係者

に関わらず、ラグビー好きが集 まり、様々な年代 でラグビーを楽

しむ、まさに｢祭｣です。それぞれの年 代 のOB がラグビーを楽し

めるよう、年 代別で、試合をし、その後、BBQ 大 会、ビンゴ大 会、

オークションを行います。オークションには、真下先輩(日本ラグ

ビー 協会副会長)はじめ諸先輩方や 関係各位 から多大な 景品

の寄付をい ただき、例年のことながら大 変盛り上 がります。この

行事 の中で、卒 業 生をOB に紹介 する企画があります。若 者の

熱い思いを聞かせてい ただき、自分ち高 校生時代の熱い思い

を 懐かしく思い 出す ひとときでもあります。卒業生には、高々ラ

グビー部で３年 間過ごしたことに誇りと自信を 持ってほしいと

思います。

その他にも、若手OB が声を掛け合って、現役に指導したり、

年に何 回かはOB 会として現役の指導に当だったりしています。

そのかいあり、昨年 に続き、今 年も関東大 会出場 が 決まりまし

た。冬 の花園全 国大会出場に向け、OB会はよりいっそうの援助

を 行っていきたいと思ってい ます。

翠轡体育会40 周年記念おめで

とうございます。翠槽体育会の昨

年度事業としてPDF 化された翠鸞

体育会報を改めて遡らさせて頂く

と、テニス部OB 会の翠轡体育 会への加入 は平成12 年よりとな

っています。加入の際には斎藤先輩(83 期)、浜名先輩(84 期)、

松 本先輩(84 期)をはじめとする諸 先輩 方の手によるOB 会の

立ち上げもさることながら、学 校側顧問の塚越先生(当時・現沼

田高 校校長・73 期)にも大変お世 話になりました。同好 会発足

から36 年、正 式な部 への昇 格から33 年という、翠 槽体育 会の

歴史より若年の部ではありますが今後ともよろしくお願いいた

会長波多野重雄(77期)

我々ラグビー部OB 会では、現

役ラグビ ー部を支 援するため、

様々な活動をしています。

OB 会の活動として最も歴史が

深い のは、毎年１月に行 われるOB 戦です。もう、30年以上前、私

か、現 役のころから、現 役激励 の目的で、絶えることなく続いて

います。今 年も、卒業したでの若手OB から、60歳 近くのOB まで

高崎高校 陸上競技部ＯＢ会

陸 上 競 技 部ＯＢ会 ホー ムペ ージ

http://spo ｒts.ｇｅｏｄtie ｓ.jp/tａｋａtａｋａｒikｕjoｕob/inde ｘ.ht ｍ1



囮 翠屋隷ｎ・33

します。

上 記にある諸 先輩方 に支えられながら、テニ ス部OB 会は年

１[可夏のOB テニ ス大会及 び総 会･懇親会、在郷OB によるテニ

スチーム(Ｔ.Ｔ.0B) で参加する市民大 会等で交流を深めてい ま

す。つ い先 日、5月６日の高 崎 市クラブ 親善テニス大 会におい

ては第 ６部で参 戦しました。各人とも日頃の練習不足 がたたっ

てか後一歩 の足 が出ず(笑)、思うような 戦績が残せませんでし

たが、春空の下での楽しいひと時となりました。

また昨年 の総 会・懇 親会にお いては、かねてからOB 会 の課

題として86 期以下 の若 手へ の周知 活動をより高めて行こうと

考えていた矢先 に、OBテニス大 会に91 期、109期、110期 の後

輩 が顔を出してくれました。後の懇親会では、炎 天下のOB テニ

ス大 会でいまだ衰えぬプレーを 披露い ただい た同 好 会時代

79 期の先輩方 にも初 参加い ただき、創立にまつ わる貴重 なお

話を伺うことができました。うれしい限りです。テニスは無 理さえ

しなければ生 涯スポーツとなり得ます。テニスを通じてOB 会活

動をさらに盛り上 げて行きたいと思っています。

最後になりますが、高崎高 校テニス部現役生諸君のさらなる

躍動を祈願い たします。

れた顧問の渡部健一郎先生、父母会有志が集い、母校近隣に

ある｢小紋｣にて懇親会を開催しました。

文武両道の精神を持って活動する現役生であるからこそ、こ

のような講演会から多角的な知見を得て社会へと踏み出して

いただきたい所存です。今後とも現役生への変わらぬご指導

ご鞭捷をよろしくお願いいたします。

恒例となっておりますバレーボ

ール部OB 会の新年会が、平成26

年 １月３日に開催されました。こ

の度の新年会では、50期代の犬

先輩 のサプ ライズ参加があったり、大 勢の90 期代の方に出席

して頂い たりと、有 意義 な時間を 例年とは違った形で過ごす事

ができました。毎年来 て頂いている方々の みならず、何十 年ぶ

りに参加して頂い た方とも近状報告や現役 時代 の話などで、年

代を越えて大いに盛り上がりました。今 後も、高 高バレー部OB

会を一層 活 性化させ、現 役生やOB 会活動 の情 報 発信などを

行い、より多くのOB の方が気軽に参加して頂ける会を 目指して

いきたいと思っております。

高高 バレー部OB を中心として活動を 行なっている翠 槽クラ

ブ です が、昨年 度はクラブカップ群馬 県予 選・関東大 会、国体

群馬県予選、天皇杯群 馬県予 選に参加しました。県内大 会では、

全ての大 会で準優勝となり、県代 表の切符を得る事はできませ

日頃よりOB 諸兄を はじめ、関係

各 位には大変お 世話になってお

ります。バスケットボール 部は、現

役支援として社会 で活 躍 するＯB

を講師として招聘する講演会を４月19日に翠槽会館にて開催

しました。

今年で５回目となる講演会は｢わが青春の一考察｣と題して

友松敬三氏(61 期、元高崎市議会議長)と、また｢わが青春に悔

いなし｣と題して鈴木武文氏(51 期、前群馬県バスケットボール

協会会長)の２名より講話をいただき、現役生や父母会、OB会

員など約70 名が参加しました。

講演会の後には、鈴木先生の平成25 年度群馬県スポーツ

協会特別功労賞を受賞及び友松氏の平成25 年度秋の叙勲に

て旭日小綬賞を受章の祝賀会を兼ねて、OBと４月より着任さ



んでした。しかしながら、関東クラブカップ では人数 の少ない状

態での参加でありましたが、関東ベスト４に入る事ができまし

た。リベロもいない中、試合中に怪我人 がでたりとハプニングも

ありましたが、それぞれが自分 の役 割に徹すれば勝てると強い

気 持ちを 持ち、試合 に臨みました。改 めてチームが一丸となり

目標を達成する喜びを感じる事ができた試合となりました。

翠慟クラブ のメンバ ーは、就職・転勤など生活環 境の変化に

よって参加人数 が集まりにくい 状況となっておりますが、最近

は大 学の体育 会バレー部に加入しているOB も増えてきました

ので、将来を見据えて学 生に協力を仰ぎながら活 性化を 図っ

ていきたいと思っております。また、バレー 部の顧 問である柴山

悛広先生(103 期)と協力しあい、微力 ではありますが、練習試

合等を中心 に現役生を支 援していき たいと思っておりますの

で、今 後ともご協力を宜しくお願い致します。
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勢が写真を一緒に撮るなどして和気あいあい、楽しい 時をすご

すことが出来ました。

その他OB の主 な活動は、２月に行 われる総会･懇親 会、８月

第二土曜日に行 われる前橋高 校との定期戦となっております。

今年の総 会･懇親 会は大雪のため中 止となりました。

OB チームの昨年度の成 績は、群馬県社 会人 ３部リーグに参

加しているOB 主 体の翠槽クラブ、群馬県 社会人シニ ア40 リー

グ １部に参加している前橋高校OB との合同 チーム翠龍クラブ

ともに戦績は振るわず、翠槽クラブは２部昇格ならず、翠龍クラ

ブは２部 降格となりましたが、今年 度は、新しいメンバーも加わ

り怪我なく、楽しく、勝サッカーで上 位進出を めざしたいと思っ

ております。

べj●.･Ｓ鳶ISj’‾’

Ｊ〃・　　　・･

お世話になります。今年の主な

活動内容を報告させていただき

ます。夏合宿前に、現役部員へ差

し入れをしてきました。高校総体

で、数 が少ないと指摘された、ツェ ルト(簡易テント。テントを 持

ってい かない山 行での非 常用具)と機能食品･飲 料を 贈りまし

た。現役とOB 会の交流の場として、毎年 行なっています。

昨年11 月28 日に、新人 歓迎 登山 時に亡くなった吉原 先輩

(59 期)の遭難レリーフを発見する事ができました。私の現役時

代には、慰霊登山をしていましたが、その後30 年以上途絶えて

いたため、地形の変化、登山道の廃道 によって、レリーフの場所

が解らなくなっていました。レリーフ発見 の報告会を兼 ねて、１

月に、拡大 役員 会を開催しました。一昨年 末から十数 回行なっ

今年は、１月２日に行われた恒

例の初蹴会にて、現在横浜Fマリ

ノスで活躍中の中町公祐君が、元

旦の天皇杯で大活躍しマリノスを

優勝に導い た翌 日にもかか わらず参加してくれまし た。現役のJ

リーガーと直接交 流を 持てることは、高 校生諸君 にとって大 変

貴重な時間 になったと思 います。もちろん我々OB にとっても中

町君と交流を 持てることは素 晴らしいことであり、参加 者の大
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た探索 の苦労を ねぎらいました。

平成26 年 ４月20 日に、妙義山 慰霊登山を実 施しました。吉

田先 輩(57 期)を筆 頭に、OB21 名、現役６名、顧問 １名 が参 加

しました。花と線香を 供えてきました。

山岳部OB 会では、毎年、山行を計画しています。案内は、メール

とホ ームペ ージ(高 崎 高 校 山

岳 部OB 会で検 索)で 行 なって

ます。メー ル 登 録してい ない

山 岳 部OB 会 員 の方 は、ホ ー

ムペ ージよりご連 絡ください 。

伝 統 の 高 前 定 期 戦 対 面 式

左 写 真:昭 和∠ﾚ６年 第２５回定 期 戦

右写 真:平 成２５年 第６フ回定 期戦

１
７

゛

《高崎高校運動
－　　　　　　ロ
石 ‘tj

ラグビー部

部 の 活 動 報 告 》 ．「

ｎ　　　㎜　~-
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バドミントン部 天田 圭太

私たちラグビー部は、｢花 園出場｣を目標

に掲げ、顧問の森田先 生、副 顧問の 萩原先

生、下田先生の指導 のもと、３年生５名、２

年生11 名、１年生13 名の計29 名で日々活動

しております。

県内の強豪私立校と比べ練習時間も短く、体が小さいなどの厳

しい状況の中、部員全員が高い意識と集中力を持ち、常に考えて

練習することを心がけ、日々努力しています。その結果、最近では

県大会決勝、関東大会などに数多く出場できるようになり、県内上

位の常連校として定着できるようになってきました。

今年も高崎高校ラグビー部が更に飛躍できるよう、部員一丸と

なって結果を残していきたいと思っています。

これからも諸先輩方から受け継いだ伝統と誇りを胸に、精進し

ていきますので、応援のほどよろしくお願い致します。

私達 バドミントン部は、顧問の星野先生、

市川先生の下、３年生１名、２年生16 名、１

年生14 名の計31 名で、団体戦で県ベスト４を

目指し、日々練習に励んでいます。

初心者の多い我々が他校の経験者に勝つためには、限られた

スペースと時間の中で、効率の良い練習を実践し、試合のような

緊張感を部員全員で作り上げていくことが必要となります。そのた

め一人一人が、部の雰囲気や練習 への意識を高め、お互いに切

磋琢磨していくことを部の目標として掲げています。

３年生が１名しかいないため、２年生が中心となって練習を行

ってきました。そのおかけで早くから２年生は、部員としての責任

感を持つことができたと感じています。これからも先輩方が築き

上げてきた伝統を受け継ぎながら、更に実績を作り上げていける

よう、全力を尽くしていきますので応援よろしくお願いします。
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私たちバスケットボール部は、３年生９名、

２年生14 名、１年生20 名で、顧問の渡部先生

の御指導の下、強豪私立･実業高校よりも少

ない練習時間の中で、部員全 員が高い意識

を持ち、目標を明確にしながら日々練習しています。また、１年を

通して体造りのためのトレーニングコーチを招き体幹トレーニン

グに力を入れ、励んでいます。

３年生は、この高崎高校バスケットボール部としてバスケットボ

ールができる時間がもう長くありません。新人戦であと一歩のとこ

ろで関東大会への出場を逃した悔し古をばねにし、｢チームで闘

う｣ということをあらためで意識し、残り２ヶ月、最後の集大成とし

ていきたいです。このチームを支えて下さる全ての方々への感謝

の気持ちを忘れず精進していきますので、これからもご支援のほ

どよろしくお願いします。

軟式野球部 生方 大

私たち卓球部は、３年生９人、２年生６人、

１年生 ア人の計22 人で活動しています。

昨年まで毎日やる事が無かった｢多球練

習｣を毎日取り入れるようになり、目標である

シングルペスト32以上、団体ベスト８以上に近づきつつあります。

ですが変わっだのはそれだけでなく、外部コーチが就いたり、顧

問の中島先生、長谷川先生、江原先生が積極的に練習試合を組

んでくれ、更なるレベルアップをはかる事ができました。しかし、強

豪校との差は大きいままであり、今後さらにレベルアップできるよ

うに今まで以上に練習していくつもりです。

最後に３年生は今年の高校総体をもって引退しますが、今まで

積み重 ねてきた練習の成果をいかんなく発揮し 上記の成績に

なれるよう頑張りますので応援よろしくお願いします。

山岳部 清水 崇史

私達山 岳部は顧問の井上 先生、滝 沢先生、

紋谷先生、一倉先生のご指導の下、高校総体

優勝を目標に活動しています。山岳部の総体

は、８日間山に泊まり、登山の技術、知 識、体

力が審査されます。ここ数年、惜しくも優勝を逃しているので、今年

度は特に力を入れて練習に励みました。

私達は、３年生19 人、２年生 フ人、１年生 ３人で活動している

ため、８年生引退後の不安が残ります。そのため、普段の体力づく

りや、月に一度の月例山行に加え、部員の勧誘もしなくてはなりま

せん。また、年々部活に来ない生 徒、いわゆる幽霊部員や、実行委

員などと兼部をする生徒が増え、山岳部としての活動が疎かにな

りがちです。山岳部の伝統を絶や古ぬよう、今後はよリ充実した活

動を行い、やる気のある部員の獲得に力を入れたいと思います。

応援よろしくお願いします。

陸上競技部 真下 稜平

私達軟式野球部は ３年生11 人、２年生14

人、１年生８人の計33 人で、関東大会出場を

目標に日々活動しています。春の高校総体で

は、打撃が思うようにいかず、１点差で敗れて

しまい、１回戦敗退というとても悔しい結果に終わりました。しか

し、例年３年 生は夏を向かえることなく引退していましたが、今年

は８人 の８年生が続けることになりました。残る人 たちは初めて

のことなので不安なこともありますが、今回の悔し古を胸に夏に

向けてがんばりたいと思います。また、２年生や１年生には、腹を

くくって挑戦している３年生の背中を見て、練習に励み、この３年

生の試みを新しい伝統として引き継いでいってもらいたいです。

最後に、このチームで野球ができるのも残りわずかなので、野

球ができることに感謝して努力していくので、軟式野球の応援を

よろしくお願いします。

バレーボール部 樋口 裕希

我々バレーボール部は、顧問の柴山先生、

加遁先生、江原先生のご指導の下、部員25 名

で日々練習に取り組んでいます。

私たちは昨年、インターハイに出場しまし

た。しかし、目標であった｢全国一 勝｣を果たすことができず、悔し

い思いをしました。全国の舞台で自分たちの力を十分に発揮する

ことの難し古、全国大会の雰囲気を痛いほど実感し、もう一度全国

へ行って悲願の一勝を成し遂げる、これを目標に練習しています。

ただ、今のままでは勝でません。もう一度メンバー全員で意志を

統一し、このメンバーでバレーボールができる残り少ない日々を

｢勝つ｣ために過ごしていきます。

指導をしていただいている顧問の先生方をけじめ、毎日支えて

くれる家族、OBの方々、これまで一緒に切磋琢磨してきた仲間に

感謝し、大好きなバレーボールを｢心をひとつに｣頑張ります。

エネルギー開発(小水力･ 太陽光発電、蓄電池)で
地域のみなさまに貢献します。

代表取締役

石 井 洋 志
バレーボール部oB(96期)
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御宴会、慶弔 のお席、

同窓会、ＰＴＡ、

趣 味 のお集 まり等に

私たち陸上競技部は顧問の田島先生、津

久井先生のご指導の下、３年生15 人、２年生

12人、１年生16 人で日々練習に励んでいます。

他の強豪校よりも練習時間を取 れない中、

部員一人一人が高い意識を持ち、常に練習効率を考え、最大限の

効果を得られるよう取り組むことで、これまで先輩方が素晴らしい

実績を残してきました。そして今年も戦えるチームになり、これま

での高崎高校陸上競技部の歴史や名を背負って、選手は全力で

勝負しにいって、選手以外は全力でサポートすることで部員全員

の気持ちを一つにして、総体は戦い たいと思います。

この43 人で共に陸上競技をする時間は限られています。一日一

日を大切にし 顧問の先生やOB の方々、保護者の方々への感謝の

気持ちを忘れずに、最後の最後まで諦めずに戦い抜きますので

応援のほどよろしくお願いします。

ぶにt． 魚
お回土長羽 鳥 修 司 (卓球部･63 期)

高崎市九蔵町17　TEL 027-322-2428 ㈹　FAX 027-326-7070
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ｱ年連続で｢入場行進優秀校｣を受賞した硬式野球部員による入場行進。昭和

61年度第21 回大会から実施された｢入場行進優秀校｣審査。今年度は参加校

82校のうち巧校が受賞。

水泳部 宮崎 勝正

ISO-9001
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硬式野球部 吉沢 滉輝

私達硬式野球部は、境原先生、間根先生、

島田先生、井上貴志先生のご指導の下、日々

の練習に取り組んでいます。

私達のチームは｢高高らしい野球｣を目指

しています。そのため、野球はもちろん、勉強や学校生活にも意識

を高めて取り組んでいます。それは忍耐力や継続する力などを身

に付けるためです。私達は野球に割ける時間が少ないため、野球

以外のところから野 球に結び付け、｢心｣を鍛えています。大 会を

勝ち抜くためには技術も大事ですが気持ちが一番大切だと思い

ます。夏に向けてより一層強い心を作るため、部活に勉強に励ん

でいます。

私達は秋季大会、春季大会と納得行く結果を残すことができず

悔しい思いをしました。夏の大会ではこの悔しさを晴らし、初の夏の

甲子園出場を目指し全力でプレーします。応援宜しくお願いします

サッカー部 大里 肇

私達 サッカ ー 部 は、新 顧 問の 吉田 先 生、副

顧 問の新 井 先生、飯 出先 生 の 御指 導の 下、３

年 生23 名、２年 生27 名、１年 生31 名 の計81 名

で、個々の能力や チームワークを高め、県 制覇、

関東大会、全国大会の出場、県１部リーグへの昇格を目標とし、日々

練習に励んでいます。また、強豪校はサッカーだけでなく、挨拶や礼

儀、身嗜みなどのことが当たり前に出来ています サンガーの技術の

向上だけでな< 、他校から尊敬されるチーム作りをしていきます。

昨年の全国高校サッカー 選手権の県予選ではベスト８、今年

の新人戦ではベス目6 と、不甲斐ない結果に終わっているので、

今年の群 馬県総体、インターハイ予選、全国高校サッカー選手権

の県予選の全てで、優勝を目指して頑張っていきます。

サッカーなどの全ての面で、全国トンプクラスを目指し努力して

いくので、応援よろしくお願いします。

柔道部 原 太郎

現在水泳部には３年生 ３人、２年生６人、

１年生４人の計13 人が所属しています。部員

全員が高い意識を持っているため、昨年の秋

から、スイミングスクールに通っていな い部

員も市民プールを利用して実 戦的に泳ぎ込 み、互いに技術を高

めあってきました。水泳のシーズンとなった今、これまでの鍛錬の

成果を大会で発揮するために、いっそう力を入れて日々の練習に

励むつもりです。

昨年度は関東大 会に個人とリレー共に出場し 個人では全国

大会、国体にも出場 することができました。今年は昨年の結果に

続けるよう、古らなる技術の向上を目指し、団体での関東大会出

場を第一目標に掲げ、目標を達成するために部員全員が日々の

努力を惜しまず、決して諦めずに活動していきます。これからも応

援よろしくお願いします。

空手道部 下田 晃大

３年生４人、２年生５人、そして新たに1年

生を ２人 迎え入 れた私達 高崎高校柔道 部

は、顧問の田中先生、副顧問の小久保先生の

下、関東、全国出場を目指して日々稽古に励

んでいます。

今年度から新ルールが適用古れ、体の大きくない私達にとって

は厳しい試合が予想されます。しかし、高崎高校柔道部が他校の

柔道部と大きく異なる点て、考える力をそのまま柔道に活かせる

という長所があります。また、どんなに大きな壁も乗り越える精神

力も持ち得ています。なので、これらの能力を最大限に発揮でき

れば、関東、全国も夢ではないと考えています。

私か今まで高高の道場で練習してきて強く感じたのがOB の

方々との繋がりです。OBの方々がっくりあげてきた伝統を受け継

ぎ、これからも頑張っていくので応援よろしくお願いします。

硬式野球部ＯＢ

小 林

ハワイウ7t－９－

均 （フフ期）

有 限会 社 小　 金

〒370-0865 群馬県高崎市寺尾町1 引4

TEL 02ﾌｰ325-4411 ㈹　FAX02ﾌｰ325- ４４４5

私達空手道部は、現在２年生４名、１年生

２名の計６名で、チームまたはそれぞれの目

標に向かって日々の練習に励んでいます。

昨年の高校総体では先輩が勇敢に戦って

いる姿を客 席から観戦して応援することしかできませんでした。

今年こそは活躍して新チームなりの納得のいく結果を出したいと

思います。今年は個人競技だけでなく団体競技にも出場すること

ができるので、そのチャンスを逃さずに結果を残そうと思います。

また、私達は定期的に他校の練習に参加させてもらい、多くの

ことを学んでいます。いつも快く練習の場を提供して下さる先生

や的確なアドバイスをして下さる先輩に多いに感謝しています。

先生方や先輩、OBの方々の期待に応えられるよう、そして今後の

空手道部の活躍のために精一杯の努力をしようと思いますので、

これからも応援宜しくお願いします。

硬式野球部ＯＢ(91 期)

税理]こご清　 水

清水元税理士事務所
高崎市上小鳥町19ｙ2 〒370-0078
TEL:027-386-4349　FAX:027-386-4350

創業明治11年
総合建設業･ 一級建築士事務所

製材･プレカット･アスウッド

株式会社

専務取締役 清水 正郎( 硬式野球部･フ5期)

本社／高崎市飯塚町805 TEL 027-361-5095
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青山 慎太朗

我々、群馬懸立高 崎高等學校唐援 部は創

部以来六十二代を数え、日々母校の発展の

為、全力を尽くして参りました。現在、新人二

名を迎え総勢五名で活動しております。

昨年度は庶援部OB 会と協力しながら、常に部員不足の現状を

打破すべく部内の意識改革に取り組みました。今までの近寄り難

い印象を排し、高高生か唐援部をより身近に感じる事ができるよ

うになったのではないかと感じであります。また、各校OB 会を通じ

て太田高 校庶援團、桐生高校唐援團とも交流を深めて参りまし

た。今後とも他校唐援團と交流を深め、群馬県全体の庶援活動の

発展に繋げていく所存であります。

結びに、我々の活動は皆様の 御協力無くして成り立ちません。

今後も御理解と御協力 の程を御願い申し上げ挨拶と古せて戴き

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 押忍

テニス部 古島 聖

ス牛一･スケート部は現在３年生の私一人

で活動しています。部としての目標、もとより

私個人の目標は今年群馬で開催される冬 期

国体でベス目6 に入ることです。

今年も部員が私一人ということで、スキー種目については専門

外なので、アイスホッケーについての説明をさせていただきます。

国内の競技人口を見ると野球、サッカーに遠く及ばないため、マ

イナーなスポーツと思われがちなアイスホッケーですが、実はア

メリカで四大人気スポーツに挙げられるほど、国際的にはメジャ

ーなのです。

私は高崎高校ではほとんど活動していません。合同練習は主に

群馬県選抜として国体へ向けて練習しています。今年は前述のと

おリ群馬で国体があるため、私たちには予 選がありません。なの

で、国体本戦に照準を合わせて、日々努力を続けていきます。

剣道部 佐俣 善康

私達剣道部は、現在８年生６名、２年生６

名、１年生６名の計18 名で日々の稽古に取り

組んでいます。

私達は、他校よりも少ない限られた時間の

中で、｢勝つための剣道｣ではなく汗強い剣道｣を目指して稽古する

ことを心掛けています汀強い剣道｣をするためには他校に劣って

いる技術力を精神力で補わなくてはなりません。自分の精神を支

配了吉なければ、相手の精神を支配することはできません。その

ために私達は、技術力はもちろん、精神力を重点的に養い、まず自

分を律するために稽古しています。そして関東大 会出場という目

標を達成するために、一人一人が高い意識を持ち、切磋琢磨し、

努力していきます。また、私達の大きな支えである顧問の先生、OB

の方々、保護者の方々への感謝を忘れずに、精一杯頑張りますの

で、応援よろしくお願いします。

弓道部 高橋 優太

私達テニス部は８年生20 名、２年生16 名、

１年生12 名で活動しています。現在は団体戦

に向けて、日々練習に励んでいます。既に引

退した3 年生の分も一人一人が一球一球を

大切に、全力で大会に臨みたいと考えています。

大会で優勝することを目標に毎日練習を積んできました。昨年

の大会での悔し古をバネに部員同士で自らを高め合ってきまし

た。選手は共に部活に励んできた仲間の思いを胸に、そして全員

で一丸となって全力を出し切れば優勝も可能だと思います。高崎

高校の代表として大会に出場しているのだと自覚し、精一杯戦っ

ていきたいと思います。

最後に岡田先生をけじめとする先生方、保 護者の方々に感謝

し、全力を尽くして、最後の一球までやﾘ 切りたいと思います。これ

からも応援よろしくお願いします。

ソフトテニス部 清水 大輝

私達ソフトテニス部は、関東大会･インター

ハイの舞台に立ち勝利していくことを目標に

日々練習に打ち込んでいます。また、｢社会に

出て役立つ人格形成｣という事も目標の一つ

です。:文武両道をかかげる高高では、必然と強豪校と比べ練習時

間は少なくなってしまいます。その中で私達は高い意識を持ち、考

え、工夫する力を武器に少しでも練習の質を上げ他校との差を補

っています。コートの中だけでなく、学校生活においても妥協はせ

ずにいつでも一生懸命であることが大切だと思います。そして、先

輩方が築いてきた伝統や栄光を引き継ぎ、さらなる高みを目指し

ていくつもりです。目標達成のためにもチーム一丸となって力を

尽くし、また、顧問の吉海先生やOB 会の方々をはじめとする支えて

下さっている方々への感 謝の気持ちを忘れずに精進していきま

すのでこれからもご支援よろしくお願いします。

私達弓道部は現在、３年生４名、２年生８

名、１年生14 名で日々練習に励んでいます。

効率のよい練習を行ったり、先生や友人の指

導の本質を理解し 体に定着させることで、自

己の成長やチーム全体の成長をしてきました。一人一人が自らに

目標を課し、それに向かい修練することで、部活動としての活気、

雰囲気が出来上かっていきました。これからは２年生が中心とな

り、高い目標とその実現のために一層の修練を積んでいきます。

顧問の先生をはじめ、OBの方々、保護者の方々などへの感謝の

気持ちを忘 れることなく、部活のできる環境のありがた古を常に

感じながら、関東大会に出場できるよう、これからも精進していき

たいと思います。さらなる部の発展を目指して頑張って参りますの

で、優しく見守りいただけると幸いです。応援のほどよろしくお 願

い致します。
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代表取締役 山 口 正 敏( 卓お呂肖)
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ミ
ｊ昌゛佐藤病院

院長　佐藤　雄一
ス午－スケート部ＯＢ(86期)

〒370-0836 群馬県高崎市若松町96

TEL.027-322-2243 / FAX.027-322-8248
http:μｗ　ｗｗ.ｓａtｏ-hoｓpital･9r.jp/

1級建築士事務所　群馬県知事第2146 号

有限会社田口
l 心 ΞΓ!ﾀ

応 口i 又

創業51年　群馬県知事(15)98 号

有限会社

高崎市宮元町108番地�.027-322-403 1

佐藤小児科内科医院

(i ゛゙
ぶ

内科･ 小児科･ 循環器科

院ｎ佐藤秀樹ユキラグート部ｏＢ(86期)

受 付時 間/8:45 ～11:30 15:15 ～18:30

休 診 日/日曜･ 祝日･土 曜 午 後

水曜 午後 は17:00 まで 乳 児健診･ 予防 接 種

〒370-0841 群馬 県 高崎 市栄 町27-13

TEL:027-322- ４４９８ ＦＡＸ:027-322-4490

http://ｗｗｗ.ｓａtｏ-clinic1959. ｃｏｍ/ 匹

計

田 口 不 動 産

製 鋼 原 料・非鉄 金 属

産業廃棄物収集運搬･計量証明

上越鋼業株式会社
代表取締役社長 波 潟 憲 昭 バレーボール部OE(81期)

高崎市上豊岡町560-10〒370-0871(八幡第二工業団地)

TEL(027)343-1325( 代)FAX(027)343 －9569

一級建築士

。株式会社ケイ・アンド・ティ・g1117　　　　　
ディストﾘビュｰ ション

代表取締役 富 渾　 清 （応援部79期）

〒101-0041 東 京 都干 代 田区 神 田 須 田町卜 ５ ヤマヨビ ルフF

TEL:03- ５２８９-８６０２ ＦＡＸ:03- ５２８９-8603

MOBILE: ０８０-５０２９-５００６

Ｅ-mail:k.Iomiz ａｗａ⑨knt.diｓtribしJtｉｏｎ.ｃ０.jp

み ん な の 株 式 会 社
代表取締役吉田創ユキースヶ-卜部ｏＢ(91期)

Ｉ 組織開発コンサルティング　■研修企画・運営

成果の高まる会議、lnnoｖativeなﾁｰﾑ 作りなど、

ご相談七 アリングなど随時受け付けております

HP・ http://ｗｗｗ.companVforall.co ｍ

田口恵一||石田総合保険事務所
(74期: ソフトテニス部OB)

〒370-0846

高崎市下和田町一丁目１番１号

TEL.027-322-2492

社会福祉法人 愛善会
ﾉ ／

､に 鼻 高 保 育 園
産 休 明 けから未 就 学児 まで入 園 随 時

園長 國峯 善 次郎（50期サッカー･山岳）
賢一 （74期サッカー）
義 仁 （106期和太鼓）

石田和久
(７５期:ソフトテニス部ＯＢ)

〒370-1301 高 崎 市新 町１４７５-１８

ＴＥＬ．０２７４-４２-０２1 ６

高橋孝史税理士事務所バレーボール部ＯＢ(97期)

税 理 士 高 橋 孝 史
〒379-0133 群 馬 県 安 中 市 原 市3 丁 目984-1

TEL:027-329-6242　FAX:027-329-6243

mobile:090-2628-5028

e-mail:t ａ.tａｋａｈａｓhi. ｚei ＠ ｓtａrｌｏｃｎ.ｎｅ.jp

祝 翠轡体育会40 周年・６ 生Ｕ 士ｌ。
税 理 士 高 橋 浩 生 第4代翠轡体育会会長 バレーボール部(78期)

白 井 浩 一 水泳部(89期)

株式会社 有花園
亀田4真也ラグビー部(88期)

亀田圭吾ラグビー部(94期)

〒370-0806 高崎市上和田町8
TEL.027-322-4875

㈲立見労務管理事務所
立 見 壽 士(

硬式野球部56 期)

立 見 友 孝(
バスケットボづレ部63 期)

〒370-0074高崎市下小鳥町74－4
TEL.027-363-1021 FAX.027-362-8818

谷歯科医院
谷　　　

‾^
行　

陸上競技部ＯＢ(70期)

群馬県高崎市下小鳥町74

TEL.027-362-2121

(山岳部79期) 群馬 県認定｢1 社1 技 術｣ 取得

リフォーム工房

株式会社ス カ ワ
代表取締役 須 川 光 一

ハ ッ ピ ー な　 お フ ロ

高 崎 市 倉 賀 野 町1717　1 函 ○･ ¶ ２ ０･ ８ ２ ７･ ０ ２ ６
－

（倉賀野駅南口･駅 前通り） 囲 程三亙蔀 國 匯丿唇l

7本

衣料一 筋一 世紀

店 ロフコー1こ)Ｃｙ
社長　高橋哲人　ラグビー部（８９期）

（ 株 ）タカハシ本店　 群馬県 高崎 市鞘町４ ９

奮027-323-4821 FAX027-326-3533

ホ
本

－ムページ
タカブログ

http://ｗｗｗ,ｈｏｎtaka.biｚ/

http://blo9s･yahoo.(ojp/ｈｏｎtaka_ｗｅb

達
塾 長　 檀 井　 健 一( 応援部８７期)

ｗ ｗ ｗ.tekij ｕk ｕ.info

高崎 市 八島町 ２９-９ ｔｅｌＯ２７-３１０-５５1４

塚 越・石 橋 司法 書 士 事 務 所

石 橋　 修
陸上競技部ＯＢ(90期)

群馬県高崎市上並榎町723

TEL.027-323-5656

六 郷 動 物 病 院
獣Ｅ 師 横

坂 和 直
山岳部OB(82期)

Ｊ　

Ｉ　　
高崎市筑縄町53-5S

/’　　Ｐｈｏｎｅ:363-6500

〒370-0072 高 崎 市 大 八 木 町3002 番 地10

TEL.027-363-6303 FAX.027-363-6302

httPﾆ// ｗｗｗ.kaikei-ｈｏｍｅ.ｃｏｍ/cPt ａ-hiｒｏ-hP/

:祐知脳㈲川|贈冲Ily

中古車販売･買取･車検･修理
柳通り駐車場

新電力(ＰＰＳ)代理店

代表取締役
大 田 吝5:IZJ(

ラグビー部･85期)

高崎市柳川町19-I TEL. ０２７-３２４- ８３３０

Ｇ Ｓ Ｄ ホ尚 ヘ ジ､事務系 シス5C

GlebalSolltinD･v･lep･rWEBシステムの作成はお任せください。

株式会社ジー・エス・ティー

専務取締役佐 藤 英 樹( 応援部92期)
〒370-0058 高 崎 市 九 蔵 町２５-Ｉ Ｗ ＥＳＴＩＮ Ｉ ５０３ 号

TEL:02ﾌｰ ３２３-３８８０ ＦＡＸ:02ﾌｰ ３ １０-２６６フ

URL:http://ｗｗｗ.ｇ-ｓ-d.nｅt mail:h_ｓａtｏＯｇ-ｓ-d.ｎｅt

高崎市陸上競技協会
http://ｗｗｗ･９ｅｏｃｉties･jp/tａｋａriku2004Jp/

tａｋａriku2004jp ＠y ａｈｏｏ.ｃｏ･jp

波 多 里2?;重 雄 陸上競技部ＯＢ(ｱﾌ期)

小４～中３　補習・高校受験

翠

みどり

ゼ
-
－

－ ナ ー
山岳部ＯＢ(７９期)吉 井 昭 道

応 援 部ＯＢ(８５期) 木内寛樹

レＪ

前橋 市 総 社 町総 社1520 TEL. ０２７-２５３-ﾌ０３６

利根 郡みな かみ町 後閑329 TEL. ０２７８-６２-1３７９
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カ ーエレク ハロニクス　グッズ＆サービス

群馬電装株式会社
本 部･ サ ービ ス 部: 高 崎 市 江 木 町117

TEL.027-323-3622 FAX.027-327-6627

http:// ｗｗｗ･gｕｎｍａｄｅｎsｏ.ｃｏj P/

代 表 取 締 役 社 長 川 口 昌 啓( 剣 道 部74 期)

yｏｓhihor ｏ（lini（

吉原クリニック
内科・脳神経外科・外科

本社

高崎

サンエス工業 株式会社
代表取締役 清水　 威

群馬県高崎市下室田町1159 番地2

群馬県高崎市町屋町710 番地

群馬トヨペ・ｙト 林式会社

前橋 市石 倉町 ２-６-５

TEL 027-251-51 1 1 (代)FAX 027-252-1251

代表取締役社長　大山　駿作(剣道部71 期)

住所

TEL

FＡX

高崎市中泉町649-1

027-360-6600

027-360-6610

院 長　吉 原 成 哲 （医学博士）柔道部75 期

φ皿哩ｙこ

嘔tｌ

ﾆぷ ゛`

悛
哺

．Ｊ

-４

４哺.

－ｌ. ’

業

‥･･銭湯ﾛ，

謡
こ行こう幽

AS ＡKUS ＡYU

熱帯魚の 泳ぐ お風呂 屋さん

謳藤　全賢 （水泳部　75期）

営業時間:14:00～22:00　火曜定休TEL027-323-1745

高崎市成田町36-3 （高崎市立北小学校南100m ）

http:// ｗｗｗ.9ｕｎｍａｎｅt.ｏrjp/ ａｓak ｕｓａｕ/

ｈ ://

《 Ｚ]K] ア群馬セラミックス株式会社

代表取締役 りﾍ ヰt　 諭 （水泳部69期）

本社工場群馬県藤岡市上大塚1713-2
〒375-0054 TEL:0274-22-2096 FAｘ:0274-24-4974

吉井工場群馬県高崎市吉井町小串792-l　　e
〒370-2111 TEL:027-387-8677 FAｘ:027-387-8678 ｡－,。

E-mail:ｏｎｕki＠gｕｎｃｅrａ.ｃｏ.jp

ｈttp:// ｗｗｗ･gｕｎｃｅrａ.ｃｏ.jp/

Ｋ ●
９

JISQ9001　CM001
JISｑ14001

JSAQ2324,JSAE1380

(硬式野球部85 期)

T E L　027－340－1581

FAX　027－340－1591

金井勉社会保険労務士オフィス

,土会。Ｈ 士金 井 勉
(剣 道部66 期)

〒216-0031 川 崎 市 宮 前 区 神 木 本 町2- ９-1

TEL. ０４ ４-948-6591

E- ｍ 函　 ｋａｎａｉフ⑨ｗｏrld.ｏｃｎ.ｎｅ.jp

高広産業株式会社

高広設計1 級建築士事務所

代表取締役 廣 神 芳 信
(柔道部･83期)

高崎市大八木町535-1 TEL.027-370-8100

〈9? 〉株式会社山岸製作所

薄肉切 削(旋 盤)加工のエキスパート

専務取締役 山 岸 祐 二 （水泳部79期）

浜川本社工場 高崎 市浜川町590-23 TEL.027-360-4100

八 幡 工 場 高 崎市 剣崎町21-1　TEL.027-387-0505

｢“ 自 分 らし い 、い い 就 職 ”＝“ふ るさ とで 働 く'で｣を 応 援 し ま す 。

多就活応援団1 芦1
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原　 寛

テニス部ＯＢ(８４期)

山 口 正 仁
オーダーメイドの生 命保険をお届けしています!

プルデンシャル生命保険株式会社 町田支社

TEL 042-710-2471 携帯090-9309-9492

テニス部ＯＢ(８３期)

長谷川酒店
焼酎・ワインｅtc.各 種取り揃えております

長谷川 泰三

高崎市栄町20-1 TEL 027-323-2505

・ 整形外科　・ リウマチ科　・ リハビリテーション科

院 長

ＵＲＬ

吉 田 和 人 （サッカー部81期）

/7fφ 泌/14rl･ｙ･ｙ74 ρ/ａ/ａ,ｇ 加/y ＳＣ

情報システム株式会社

榊原 一好
(バスケ ットボール 部79 期)

本社 〒370-0032 群馬県 高崎市宿 大類町1 ∠旧1番地I

TEL.02ﾌｰ ３５０-12 フフ㈹　FAX.３５０-12 フ８

しばやま歯科
院長 柴 山 佳 行 ラグビう(96 期)

高崎市矢島町107-102

(高崎駅西□､東横イン斜め向かい側)

TEL.027-393-6480

テニス部ＯＢ(91 期)

ｶﾈﾄ 水 産 つりぼり・虹鱒料理・手打ちそば

高 崎 市 倉 渕 町 川 浦3900-156 �.027-378-3132

ホ ー ムペ ージhtt ｐ:// ｗｗｗ8.ｗind.ｎｅjp/ ｗａｋａｂａ/

問71 閤 戸゛`- ∃ﾖ〃I -il-

月～金 9:00～12:30 3:30～7:00
土 9:00～12:00 1:30～4:30

●休診日:木曜･日曜･祝祭日

〒370-0015　 高崎市島野町１０３８-1

TEL: ０２７-３５３-０５５０

株式会社塚本工務店||株式会社 大利根漬
塚本 浩史

(バスケットボール部99 期)

本 社 〒375-0024 群馬県 藤岡 市 藤岡１８４８-1

TEL.０２７４-２３-1212 ㈹FAX. ０２７４-２４-２３００

富沢 慎一 ・誠佑
(バスケットボール部99期)

〒370-3334群馬県高崎市本郷町150-1
TEL:027-343-6007 FAX:027-344-1588

減

Ｊ

翠轡体育会事業の充実を図るため、

高崎高校運動部ＯＢの皆様からの会報誌掲載広告を募集しております。

広告を掲載して頂ける方は、各運動部OB 会会長または編集委員までご連絡ください。

i4iS ｒ ｌlttp:// ｗ ｗ ｗ
．
ｓ ｎ ｕ Ｋ ａt

に扁 祠 祠 鱗謡 轟４１１蛎ｃ μ 端 畷 高 崎ｉｉ４ １１４ｊｉｉ ■，111Tjii41111 ｓi11ｓ ｉiil

患者さんに対し家族と思い治療を心がけています

藤ＦＩ弘辺丿趾 応援iG
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翠轡体育会役員名簿 （平成26. 6. 26) 
役 事誌 氏 名 期 運動部名 電 言言

d色、 長 高橋 浩生 78 I 'i.レーポールZ玄

副 -6 長 清野 哲雄 74 サッカ ー= 
// 田口 憲 一 74 ソフトテ ニ ス
// 斎醸 全賢 75 冴く
// 小池 政 一 77 剣 道
’F 波多野重雄 77 陸上競技
，， 榊原 一 好 79 バスケットボール
// 清水 威 85 硬式野球
，， 大田部 工力 85 ラグビ ー

，， 北村 重行 85 ア ー ス
，， 版本 弘 87 バレーボール
，， 横田 硲正 92 スキー・ スケート

グ（情報部長） t是 康高 71 卓 球
グ（編集局長） 志田 � 82 柔 道
グ（事務胃） 富田 和弘 85 応 援
グ（会 計） 吉井 章 一 78 山 岳

d色、
言十 清；，Jく 91 硬式野球Z三 7(; 

監 蛮 秋山 賢治 74 応 援
，， 清水 正郎 75 硬式野球

顧 問 国峯善次郎 50 サッカ ー

，， 岩田 武雄 53 バスケットポール
，， 山口 正敏 58 車 球

理 事 原 到 78 バレーボール
，， 高橋 孝史 97 ，， 

，， 滝野 修司 86 会リ 道
，， 萩原 克明 93 ，， 

// 関口 茂樹 63 柔 道
，， 庭田登志男 68 // 

，， 伊藤俊一 郎 92 ，， 

，， 永井 正樹 80 陸上競技
// 申村 信勝 81 ，， 

// 内田 美樹 77 ラグビ ー

// 福島 早人 77 ，， 

，， 今村 孝之 80 ，， 

，， 黒石 康暢 81 ，， 

// 永尾 俊弘 70 水 冴く
，， 須藤 聡 78 ，， 

。 橋爪 洋介 85 車 球
，， 小林 大祐 99 ，， 

，， 羽鳥 広平 104 ，， 

，， 木村 芳之 72 ソフトテニス
，， 石田 和久 75 ’J 

，， 浦野 克彦 78 ，， 

// 佐藤 英樹 92 応 援
// 小島 光明 lOS ，， 

，， 国峯 賢一 74 サッカ ー

，， 梅津 義宣 81 ，， 

，， 安蘇 英彦 86 ，， 

// 小林 均 77 硬式野球
，， 田中 正宏 79 バスケットボール
，， 伸漂 賢一 86 // 

，， 小選 朋克 99 // 

  
山 岳，， 松本 墓古’山、 77 

，， 斎藤 英敏 83 ア ー ス
，， 長谷川泰＝ 83 // 

，， 松本 潔志 84 ，， 

，， 神保 裕之 83 スキー・ スケート
，， 佐藤 雄一 86 ，， 

// 沼野 膝雅 89 ，， 

グ（編集委員） I墨 康高 71 卓 球
，， 伊藤 祐司 75 ;,Jく 冴く
// 小池 政 一 77 剣 道
// 須J 11 光一 79 山 岳
，， 赤沢 正喜 84 硬式野球

役 餓 氏 名 期 運動部名 電 話

理事（編集委員） 慢井 健 一 87 応 援
，， 茂原 賢＝ 89 陸上競按
，， 武山 雄j毎 1位 /'i.レーポール

編 集 委員 芳賀 弘幸 81 ラグビ ー

，， 藤井 正弘 81 応 援
// 浜名 和也 84 フー ーー ス
，， 木村 晴彦 87 ソフトテニス
，， 根岸 強 87 サッカ ー

// 寺津 佑介 95 スキー ・ スケート
// 塚本 浩史 99 パスケyトボール

事務局 長 境原 尚樹 81 硬式野球
事 務 局 柴山 俊広 103 バレーボール
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高崎高校運動部OBで、これまでOB会からの案内等が届いてなかっ
た方は、下記OB会長にと連絡いただき各OB会活動にお力添え賜り
ますようお願い申し上げます。

0 B会長名簿

OB会名 会長氏名 真丹 電 話

ソフトテ ニス部 O B 会 丸山 博 68 
実リ 遵 昔日 。 8 � 藤木 正行 69 
;,Jく 2司区 。 8 -6 永尾 俊弘 70 コ広
柔 道 吉日 。 8 4』 鳥居 亡c:5= 73 Z玄

サ ッ カ 一 部 O B 会 清野 哲雄 74 
硬 式 野 球部 O B 会 清水 正郎 75 
陸上競 技部 O B 会 波多野重雄 77 

ラ グビ 一 部 O B 会 内田 美樹 77 

山 岳 部 。 8 4』 訟本 墓志 77 コE三
バレ ー ボ ー ル 部 O B 会 原 至IJ 78 
パスケットポ ー ル部08会 榊原 一 好 79 
テ ニ ス 部 O B 会 ノj、池 俊日月 80 
スキ ー ・スケ ー 卜部08会 神保 裕之 83 
応 援 吉日 。 8 4』 富田 和弘 85 Zエ

卓 球 吉日 。 8 -6 橋爪 洋介 85 z:丈

翠笛体育会報バックナンバーは下記URしよりご覧いただけます。
http:/ /takataka・ob.com/suirantaiikuindex.html

r ，，、／ソザ、，， ，，ハ，，.，..，，，ハハ＿，，...，，＇ハ／＇＞／＂，.／ ,,,,,.,,,, /' /"',,/ ，，...，，，.ハ，，.. ，，.戸＂＂'-"' ／，＂＂、、，、八 、、v、、、、ヘハヘ、、ヘハ，へ、v、、 J、v、

ζ） ［志田・柔道・82期］ 翠轡体育会が創立40周年を迎えまし
主邑た。翠轡体育会という組織が創られ、そして40年という長い期
雀間世代交代をしながら継続することができ たのは、関わられた
�多くの先輩たちの努力の賜物だと感じております。また、各OB

2 会のしっかりとした活動や現役生徒の変わらない活躍、そして
a_p 何といっても高高の「文武両道」が長く号｜き 継がれているとと
ぞっが翠極体育会の土台となっていると思っております。私もこの

ような年に、名ばかリの編集局長ではありますが、役員として関
わる乙とができ、大変光栄に感じております。また、自分の所属
した部だけでなく、高高の運動部全体の活躍が楽しみになり、
応援したい気持ちになりました。これからも翠密体育会が継続
して発展するため、より多くの卒業生に関わっていただき、翠
轡体育会の良さを感じていただきたいと強く思っております。

＂＂＇＂＇、、、グ＼ 、＂＇＇＂＇、 、r、r、 司、.，，，，，，、内ιヘグv
、へ〆＂＂＇＂＇～、.－－，：／、〆V～、r〆V『／有＂＇＂＇＂＇f、，，，，，’ ハ／‘J f、／＇· ／、，，，..，，，，，.J 内〈／ ／、，，，.，，.，，.， ／＇、f,,re，；＇九ノ
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